
ii?' 
、

、

‘、

月
刊日目的
民主
主九ハえ
斗エ
R
4J

｛監訳者解説｝

ン－
P
フ工
戸
l
ズ』
一
九
八
六
年
秋
季
雪

の
餓
新
総
文
で、
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取

り
組
み、
当
面
の
申
国
ガ
抱
える
僚
々
な
矛

盾
や
困
酎祉
に
も
ガ
か
わ
ら
ず、
申
＠
の
将
来

に
二
十一
世
紀
へ
の一
つ
の
可
能
往
llw
市

沼
往
会
主
筏M
の
形
成
ーー
を
見
出
し
て
い

る。
と
く
に、
夜
革
派
と
保
守
派
の
対
立
の

問
題
や
ゆ
固
に
お
け
る
寂
の
文
民
統
制
化
の

問
題
怠
ど
は、
経
済
忍
蕊
の
お
分
野
に
わ
だ

る
鮮
細
な
分
析
と
と
も
に、
さ
す
ガ
に
鋭
く、

し
か
も
き
わ
め
て
妥
当
な
指
純
で
あ
り、
多

く
の
続
蓄に
とっ
て
有
益
で
あ
る
う。

A・．ト
ー
ク・
パ
l
ネ
ッ
ト
輔副
侵
は、
私

自
身
も
っ
と
も
観
し
く
し
て
い
る
戸
メ
リ
カ

の
ゆ
問
符
門
家
の一
人
で
あ
る
刀、
氏は、

毛
沢
東
死
後
十
年
ガ
過
ぎ
定。
こ
の
問、

中
国
は、
歴
史
的
な
非
毛
沢
東
化
を
す
す
め、

魁
小
平
主
将
下
で
経
漬
皮
革
を
申
ω
に
「
閉

ざ
さ
れ
だ
中
国」
か
ら
「
肉
か
れ
だ
ゆ
図」

へ
と
大
き
く
路
幅制
し
た。
そ
の
よ
う
な
申
国

は、
令
後
ど
の
よ
う
窓
辺
を
た
ど
る
の
で
あ

ろ
う
か。

世
界
的
に
著
名
な
戸
メ
リ
カ
の
第一
級
の

O
B
研
究
奮
で
あ
る
A－
ド
！
ク・
パ
l
ネ

ッ
ト
氏
〈
現
在、
ジ
ョ
ン
ズ・
ホ
フ
キ
ン
ズ

大
学
高
等
国
際
問
短
大
学
院
〈S
A
I
S〉

叡
疫V
は、
こ
こ
に
訳
出
し
た
『
フ
ズ
l
リ

二

度
の
失
脚
か
ら
よ
み
が
え
ラ

た
部
小
平

中 国 第 二 革 命

毛
沢
東の
死
後
十
年が
経っ
た 。
こ
の
間に
中
国は 、
郡
小
平
が

「
新
た
な
革
命」
と
呼び 、
組
紫
陽
首
相が
中
国
経
済
構
造
の
「
広

く 、
深
く 、

持
続
し
た
変
革」
を
意
味
す
る
と
主
張
し
て
い
る
改
革
路

線に
乗
り
出
し
た 。
毛
沢
東
時
代
末
期か
らの一
八
O
皮の
方
向転
換

の
中で 、
中
国は 、
イ
デ
オロ
ギ
ー

的
な
教
条
主
義か
ら
折
衷
的
なプ

ラ
グマ
テイ
ズ
ムへ 、
極
端
な
全
体
主
義か
ら
開
放
的
な
椛
威
主
義

へ 、
指
令
経
済か
ら
「
市
場
社
会
主
義」
へ 、
そ
し
て 、
自
給
自
足の

孤
立
主
義か
ら
国
際
的
な
相
互
依
存へ
と
急
速に
推
移
して
きた
の
で

あ
る 。
こ
う
し
た
潮
流は 、
近
代
化へ
の
中
国の
長い
歩み
の
中で 、

大き
な
新
段
階
を
示
す
もの
で
あ
る 。

十
九
世
紀
半ば
以
米
中
国で
展
開
されて
きた
歴
史の
ド

ラマ
の
中

心
課
題
は 、
現
代
世
界に
お
け
る
「
富と
権
力」
と 、
尊
厳
あ
る
地
位

の
追
求で
あっ
た 。
中
国民
肢は 、
大き
な
期
待と
と
もに
新
た
な
局

面
に
繰
り
返
し
臨み
な
が
ら 、
失
敗
を
箆ねて
きた 。
一
九一
一
年の

清
王
朝の
崩
壊は 、
共
和
国の
成
立
を
も
た
ら
し
た
もの
の 、
ま
も
な

く
中
国は
軍
閥に
割
拠
され
て
し
ま
っ
た 。
一
九二
0年
代に
国民

党 、
ま
た
は
民
族
派の
政権は 、
国
家の
再
統
合に
釆
り
出
し 、
そ
し

て
十
年
間は
実
際に
進
肢
を
み
せ
た 。
だ
が 、
そ
れ
か
ら
日
本の
侵
略

と
共
・産
主
義
革
命に
直
面
し 、
民
族
主
義
者た
ち
も
ま
た
挫
折
し
た 。

第二
次
大
戦
後の
国
共
内
戦
期に 、
中
国は
再び
分
裂
し
た
の
で
あ
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一
九一
二
年
に
上
海
に
生
時品
れ、
長い
ゆ
因

と
の
爽
涼
の
隊
肢
を
経
て、
コ
ロ
ン
ピ
戸
大

学
抽都
銀
と
し
て
獄
多
く
の
ゆ
困
問
題
専
門
家

を
育
て、
近
年
は
フ
ル
ツ
キ
ン
グ
ス
研
究
所

に
移つ
だ
の
ち、
国柄
認
に
就
い
て
な
お
精
力

的
に
活
魁
し
て
い
る
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る。

氏
の
叡
多
く
の
著
作
の
な
か
に
は、
『
φ
宍

と
－どン
戸
ll
米
国
政
策へ
の
挑
獄』ハ
鹿
島

守
之
勘
訳、
鹿
島
研
究
所
出
版
会、
一
九
六

一
年）、
『
毛
沢
東
以
後
の
O
B』
〈
鹿
島
平

和
研
究
所
訳、
鹿
島
研
究
所
出
版
会、
一
九

六
八
年〉、
『
申
国
｜｜
毛
沢
東
以
後へ
の

過
渡
期』
（
石
川
忠
縫・
山
田
辰
後
訳、
鹿

島
出
版
会、
一
九
七
六
年）、
『
米
φ
回
交

｜｜
戸
メ
リ
カ
の
峨
同町』
門
戸
措置
照
夫
訳、

巴
中
出
版、
一
九
七
八
年〉、
『
現
代。
国

の
外
受』
〈
伊
豆
見
元・
回
申
明
彦
訳、
叙

膏
在、
一
九
八
六
年〉
仲ゆ
と、
苅
訳
さ
れ
て

い
る
も
の
も
多
く、
わ
ガ
包
に
も
名
馴
み
ガ

深
い。
私
自
身
は
パ
l
ネ
ッ
ト
毅
回目
よ
り
も

懐
疑
的
で
あ
る
ガ、
悶
相制
緩
の
著
作
の
な
か

に、
申
国
の
将
来
巳
つ
い
て、
戸
メ
リ
カ
の

も
っ
と
も
良
質
な
中
旬
研
究
の
伝
統
をつ
ね

に
見
出
し
て
い
る一
人
で
あ
る。

本
総
文
の
RM
訳
は、
閉店
京
外
回
目聞
大
学
大

学
院
抱
減
研
究
研
究
糾
に
学
ん
だ
河
原
抱
爽

京
（
岡
大
学
国
際
学
修
土〉、
渋
谷
司〈
問）、

曾
恨
綬
縫
（
岡
大
学
院
在
学〉
の一一一
名ガ
分

但
し、
私
ガ
全
俸
を
監
修し
定。

る。一
九
四
九
年の
中
国
共
産
党
（
中
共）
の
勝
利
は も
大
き
な
分
水
徹

で
あっ
た 。
新
政権は
宥
効
な
中
央
政
府
をい
ち
は
や
く

樹
立
し 、
二

十
世
紀に
お
い
て
は
初
め
て
国
家
を
再
統一
し
た 。
中
国の
新
しい
指

導
者た
ち
は 、
モ
ス
ク
ワ
をモ
デル
と
し
な
が
ら
も 、
自
己の
三
十
年

の
革
命
的
経
験
を
引
き
継い
で 、
数
年の
う
ちに
強
力
な
全
体
主
義
体

制
を
打
ち
立
て 、
中
央
集
権
的
な
計
画
経
済
を
組
織し
た 。
彼
らは
北

京の
権
力
を
か
つ
て
ない
ほ
ど
広
範
な
民
衆レベ
ル
に
まで
拡
張
し 、

以
前の
ど
の
政
概
よ
り
も
効
果
的に
国
家の
資
源
を
動
員
し 、
中
国
史

上
最
も
野
心
的
な
工
業
化の
計
画に
若
手
し 、
そ
して
精
力
的に 、
中

国の
大
国と
し
て
の
地
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
る 。

多
くの

点
で
毛
体
制
下に
お
ける
成
果は 、
と
り
わ
け一
九
五
0
年

代に
は
目
覚
しい
もの
で
あっ
た 。
だ
が
毛
沢
東
最
後の
十
年
間に 、

共
産
主
義
者
た
ち
も
また 、
基
本
的
な
点で
失
敗
し
た 。
北
京の
指
導

部は
分
裂
し 、
経
済
は
増
大
す
る
諸
問
題に
直
面
し 、
そ
して
文
化
大

本
命は
再び
中
国
を
解
体の
危
機に
さ
ら
し
た
の
で
あ
る 。
一
九
五
0

年
代
半ば
の
短
期
間 、
中
国は 、
安
定と
持
続
的
成
長の
革
命
後
社
会

に
入っ
た
か
に
見
え
た 。
し
か
し
同
年
代
末に
毛
沢
東は 、
彼
独自の

平
等
社
会の
ヴィ
ジョ
ン
を
求め 、
再び
急
進
的
政
策
を
迫
り 、
そ
し

て
「
継
続
革
命」
を
要
求
し
た 。
一
九五
0
年
代
後
半の
「
大
限
進」

政
策は 、
破
滅
的
な
経
済
不
況
を
も
た
ら
し
た 。
そ
して一
九
六
0
年

代
後
半の
文
化
大
革
命は 、
こ
の
国の
政
治シ
ス
テム
の
破
滅
的
な
弱

体
化
を
招い
た 。
七
0
年
代
初
め
に
お
ける
回
復
も 、
せい
ぜ
い
部
分
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ー

．， 

的
な
も
の
に
過
ぎ

な
か

っ
た

。

毛
沢
東

時
代
最
後

の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス

の
年

と
な

っ
た
一

九
七
六

年

は
、

相
次
ぐ

悲
劇
と
災
難

の
年
で

あ
っ

た
。

実
際

そ
の
雰
囲
気

は
、

伝

統
的
な
王
朝

の
末
期

の
よ
う
で

あ
っ

た
。

同
年
初
頭

に
周
恩
来
首
相

が

死
去

し
、

周
の
第
一
副
首
相
・

部
小

平
は
二
度
目

の
失
脚

を
し
た
（
一

度
目

は
文
革
初
期〉

。
そ
し
て
事

実
上
保

名
の
都

国
銑

が
毛
沢
東

の
後

継
者
と
目

さ
れ
て
浮
上

し
た

。
一

九
七
六

年
半
ば

に
中
国
は

、
歴
史
上

最
も
破
壊
的

な
地
民

の
一
つ

に
見
舞
わ

れ
た
が

、
こ
れ
は
中
国
人

の
伝

統
的
な
見
方

に
よ

れ
ば
、

指
導
部

が
「
天
命」

を
失
っ

た
証
拠
で

あ
っ

た
。

そ
し
て

、
九
月

九
日

に
毛
沢
東

が
死
去

し
、一
ヵ

月
も
た
た
ぬ
う

ち
に

、
彼

の
側
近
で

あ
っ

た
急

進
的
な
毛
王
朝

の
術
兵

た
ち

が
述
捕

さ

れ
、

都
国
鈴

が
党
主
席
と

な
っ

た
。

毛
の
死

は
、一

つ
の
時
代
の
終
わ

り
を
印

し
た
が

、
次

の
時
代
の
中
国
を
誰

が
ど
の
方
向
へ
導
く
か
は

、

ま
だ
は

っ
き

り
し
な
か

っ
た。

都
国
鋒

の
指
導
権

は
、

短
い
中
継
がC

の
も
の
で

し
か
な
か

っ
た

。
な

ぜ
な

ら
彼

の
柿
力
基
盤

は
弱

く
、

そ
の
正
統

性
は
基

本
的
に
毛
沢
東
と

の
結
び
付

き
に
依
拠

し
て
い
た
か

ら
で

あ
る

。
彼

が
階
級
闘
争

の
継
続

を
含

め
た
多

く
の
毛
沢
東

的
原
則

に
固
執

し
た
の
も
当
然
で

あ
っ

た
と

．
い
え
よ
う
。

一
九
七
七

t
七
八
年
に

、
都

国
鋒

は
い

く
つ

か
の
限
定
的

な
改
革

を
採
用

し
た
が

、
そ
れ
ら

は
抜

本
的

と
い
う
よ
り

は
、

一
時
逃

れ
の
も
の
で

あ
っ

た
。

文
革

を
消
詳

し
、

毛
末
期

の
時
代
の
急

進
的
な

間
政
策

を
拒
否

し
、

そ
し
て
新
た
な
改
革

政
策

を
導
入

し
よ
う
と
決
意

す
る
多
く
の

中
共
指
導
者

は
、

こ
う

し
た
こ
と

に
満
足

し
な
か

っ
た

。

中国第二五Z命

ぱ
以
降
文
革
ま
で
党
総
評
記

を
務
め

た
が

、
文
革
前
の

中
央

政
治
局
常

務
委
員

の
中
で
生

き
の
び
得

た
二
人

の
メ
ン
バ
ー

の
一
λ
で

も
あ

っ
た

（
も
う一
人

は
隙
Z
で

あ
る）

。
部

は
劉
少
脊
、

周
思
来

、
そ
れ
に
陳

雲
と
と

も
に

、
中
国
を

よ
り
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
方
向
へ
導
こ
う
と

す
る
三
つ

の
試
み
（
一

九
五
六
t

五
七
年

、
六
一
t

六
二

年
、

そ
し
て

七
四
t

七
五

年〉
の
中
で
主
．裂

な
役
割

を
担
っ

て
き
た

。
実
際

、
プ
ラ

グ
マ
テ
イ

ズ
ム

は
郡
小

平
の
特
徴
で

あ
り
主
要

な
任
初
で

あ
っ

た
。

文

革
中

、
中
国
の

急
進
派

は
こ
れ
を
批
判

し
、

彼
が
か
つ
て

、
ね
ず
み

を

独
る
な

ら
思

い
猫
で

も
白

い
猫
で

も
か
ま・
わ
ぬ
と
発
言

し
た

と
し
て
非

難
し
た
の
で

あ
っ

た
。

毛
沢
東

に
二
度
失
脚

さ
せ
ら

れ
な
が

ら
、

部
小

平
は
一

九
七
七
年
に
再
度
返
り

咲
い
た

。

一
九
七
八
年
に
郡
小

平
は

、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
教
義

を
楽
て
プ
ラ
グ

マ
テ
イ

ズ
ム

を
採
用
し
よ
う
と

い
う
大
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
を
提
唱

し
た

が
、

「
実
践

こ
そ

真
理

の
地一

の
基
準」
だ
と

か
「
事

実
に
基
づ

き
瓦

理
を
求
め
る
（
笑
事

求
是〉」
と

い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
こ
れ
を
象
徴

し

て
い
た

。
同

年
末

に
彼

は
、

階
級
闘
争

の
代
わ
り

に
経

済
発
展

を
最
優

先
す
る
こ
と
、

そ
し
て
世
界

に
対

し
「
開

放」
政
策

を
と

る
こ
と

を
党

に
説
得

し
た

。
そ
の
後

も
彼

の
椛
カ

を
完
全

に
固

め
る
に
は
数

年
を
要

し
た
が

、
そ
れ
を
彼

は
、

極
め
て
平
静

に
、

平
和

的
方
法
で
、
徐
々

に

強
敵

を
指
導

的
地
位

か
ら
追

い
出

し
、

他
の
者
は
中
立

化
し

、
基

本
的

改
革

を
支
持

す
る
迎
合

を
拡
大

す
る
こ
と

に
よ
っ

て
成

し
遂
げ

た
。

こ

う
し
て一
九
八
二

年
九
月

の
中
国
共
・屈
党
十
ニ
会
大
会
に
は

、
部
小

平

は
完
全

な
支
配
柑

を
獲
得

し
て
い
た

。

に 主主 践 の の でこ 引か解をな現こにし ヵ に代固 に 一
部 は で転中 苛｜・ に うき多決H日 「笑の公た年 、化の 部 九
Jj、 、 、 放図画中し起くすえ経的計式 。計野」「国七
平名郡点の を国てこの る 、済に画化だ画 心m 四鉾八
が 日 小 は刷放は年し問ど 課 躍もはさがを的 り つは年
実上平 、新� 、 米た庖こ地進新。、 れ性聞なた の 初
本1aそはーを しそま 。を ろを」た非た急、 始 十め 現中頭

をの桜九回 て
拒短本七指し γゴ？でごナ帆 ， " －てア刊一つい的八し ま L ·:-·: いれ...

た J O]な年 、 つどi 'h ～A'i:. 
の 間政末政た子主，；：. ：｛＇＇ 、 り
でのmに治 の ！＇＂
あ指転 訪 ・ で れ
る埠投れ経あ ；！，＼

。椛をた済 る 上
到lを� 。 体 。 らJj、保求中：111J
平 っし央を
は てた委：），＇｛ーい 。 貝に
九 た こ会改
五がのの車
。 、時歴す

年実 、 史る
代質事的た
半的国会め

176 

数々の事件の舞台となった天安門前広場

彼
の
特
定

の
政
策

に
は
最
高
指
導
部
内
に

も
批
判

が
残
り 、

そ
れ
は

今
日
で

も
存
在

す
る
が

、
し
か
し一
九
八
二

年
に
は

、
圧
倒

的
多
数

が

部
の
改
革

の
一
般

的
方
針

を
支
持

し
て
い
た

。
引

き
続

き
存
在

す
る
反

対
立
見

も
、

そ
の
似

点
は
改
革

が
必
要

か
否

か
で

は
な

く
、

い
か
な
る

規
模
と

い
か
な
る
速
度
で

中
国
の
政
治・
経
済
体
制

を
変
革

す
べ

き

か
、

と
い

う
と

こ
ろ

に
あ

っ
た
の
で

あ
る

。

中
国
改
造
へ
の
決
意

部
小

平
が
最
終

的
に
椛
カ

を
独
得

し
た

と
き

、
改
革

を
望
む

中
国
指

務
者

た
ち

が
直
面

し
て
い
た
問
題

は
隔地
大

な
も
の
だ
っ

た
。

激
し
い
闘

争
の
十

年
を
経
て

、
中
国
は
い
ま
だ
に
鋭

い
政
治
的
危
機

の
真
只

中
に

あ
っ

た
。

ニ
つ

の
異

な
っ

た
発
股
戦
略

、
す
な
わ
ち
鈍

椛
的

計
画
経

済

の
ソ
述
モ
デ
ル
と
、

革
命

的
動
貝

の
毛
沢
東
モ
デ
ル

に
よ

る
実
験

の
二

十
年
後
に
、

中
国
は

、
広
範
聞

の
慢

性
的
な
経
済
問
題

に
直
面

し
て
い

た
の
で

あ
る

。

文
革
期

に
は

、
指
導
部

は
派
問
主
義

に
琵

め
ら

れ
、

こ
の
体
制

の
諸

機
関

は
麻
邦

し
、

社
会
秩
序

は
寵

さ
れ
て
し
ま
っ

た
が

、
こ
う

し
た
政

治
的
な
弱
体化

か
ら

中
国
は
い
ま
だ
に
回
彼

し
て
い
な
か

っ
た

。
共
産

党
の
幹
部

た
ち

は
腐
敗

し
て
い
た

。
ま
た

、
大

多
数

の
国
民

は
長

年
の

闘
争

に
疲

れ
、

停
滞

し
た
生
活
水
準

の
た
め
に
今
ま
で

の
闘
争

に
幻
滅

し
て
御

し
が
た
く
な

り
、

党
の
指
導
部

に
対

し
て
も

、
そ
の

イ
デ
オ
ロ

ギ
ー

に
対

し
て
も

、
信
頼

を
失
っ

て
い
た

。
ほ
と
ん

ど
の
中
国
人

は
何
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� 
よ
り
も
安
定と
より
良い
生
活
を
望
ん
でい
た 。
中
国は
明
らか
に 、

信
頼の
根
本
的
む
椴に
直
面
し
た
の
で
ある 。

郡小
平
と
その
支
持
者
た
ちが
庇町
し
て
い
た
悦
性
的
な
経
済
問
題

は 、
こ
と
に
よる
と
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
もの
で
な
かっ
た
が 、
切
実に

解
決
を
迫
ら
れ
て
い
た 。
こ
う
し
た
問
題は 、
一
九
五
0
年
代に
始
ま

っ
た
趨
勢の
県
松
的
な
結
果で
あ
り 、

時
を
経て一
層
深
刻
化
し
て
い

た 。
毛
沢
東
時
代の
経
済
的
な
成
mKに
は 、
か
な
り

速い
（
あ
ま
りに

移り
気で
す
ら
ある〉
全
面
的
な
経
済
成
長
や 、
最
初の
強
固
な
鹿
諜

基
盤の
形
成 、
そ
れに
比
較
的
公平
な
生
産口聞の
分
配
等が
あるに
も

か
か
わ
ら
ず 、
生
活
水
準
は
極
め
て
低い
ま
ま
で
あ
り 、
その
非
効
率

一汁1ui

的
な
経
済シ
ス
テム
は 、

可
γ

中
国
指
部
品唱の
大
多
数の

一γ
i

自に
明
らか
で
あっ
た 。

勺

こ
れ
ら
指
導
者
の
多
く

吋

は 、
述
大
な
改
革な
しに

成
長は
維
持で
き
ない
と

信
じて
い
た 。
彼
らは
ま

た 、
達
成
さ
れ
た
成
長
を

もっ
て
し
で
も 、
中
国の

発
肢は
京
ア
ジ
ア
の
ほ
と

ん
ど
の
近
隣
諸
国か
ら
大

き
く

遅
れ
て
し
まっ
た
こ

と
を
認
識
し
て
い
た 。

革命中国の象徴・人民大会堂

な
実
験が
許
さ
れる
よ
う 、
マ
ル
ク
ス
H
レ
lニ

ン
主
義と
毛
沢
東
思

想
を
解
釈
し
直
す
こ
と
を
決
意
し
て
い
た 。
彼
らは
ま
た 、
安
定
を
回

復
し 、
政
治シ
ス
テム
を
組
織
化
し 、
よ
り

若
く

有
能
な
幹
部
を
投
入
し

て
官
僚
機
構
を
改
革
す
るこ
と
が
是
非
と
も
必
嬰
だ
と
考
えた 。
さ
ら

に 、
政
棺の
正
統
性
を
強
化
し
て
大
品川の
文
持
を
確
立
す
る
た
め
に
も 、

彼
ら
改
革
派は 、
統
制
を
ゆる
め
て
政
治
を
穏
健
な
もの
に
し 、
大
衆

の
参
加
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
須
だ
とい
うこ
と
も
認
識
し
て
い
た 。

経
済に
お
ける
改
革
者
た
ちの
主
要
な
目
的は 、
持
続
的
な
安
定
成

長
を
可
能
な
ら
し
める
心
ト
効
果
的
なシ
ス
テム
を
形
成
する
こ
と
で

あっ
た 。
だ
が
彼
らは 、
一
般
国
民の
生
活
水
準の
向
上が 、
国
力の

増
強
と
同
様た
だ
ちに
必
要だ
とい
うこ
と
も
理
解
し
て
い
た 。
過
去

の
発
展
戦
略と
訣
別
し 、
徐々
に
新た
な
戦
略
が
展
開
さ
れ
て
い
っ

た 。
当
初か
ら 、
経
済に
心
ト
効
果
的
な
刺
激の
シ
ス
テム
の
導入
が

必
要だ
と
考
えて
い
た
指
導
部は 、
ほ
ど
な
く
中
央の
計
画
を
減
ら

し 、
計
画の
方
法
を
直
接
的
な
もの
か
ら
間
接
的
な
ものへ
と
移
行
さ

せ
た 。
段
梁で
は 、
率
先
し
て
集
団
化
を
や
め 、
工
業で
は 、
政
策
決

定の
分
権
化
を
は
か
り 、
企
業に
心
ト
大
き
な
自
主
権
を
与
えた 。
国

内
経
済の
市
場
化
と
商
業
化の
拡
大が 、
主
袈な
趨
勢
と
な
っ
て
い

た 。
彼
らは
ま
た 、
当
初か
ら 、
中
国は
世
界
経
済の
中に
よ
り一
一泊

組み
込
ま
れ
て
い
くべ
き
だ
と
考
えて
い
た 。

こ
う
し
た
新しい
方
針に
従っ
て
中
国の
改
革
派は 、
驚
く
ほ
ど
折

衷
的かつ
経
験
主
義
的に 、
功
利
的
な
新
政
策
を
導
入
し
て
いっ
た 。

彼
ら
は 、
主
要
な
資
本
主
義
国 、
東
欧
諸
国
そ
し
て
京
ア
ジ
ア
の
近
隣

中国第二革 命

毛
沢
東
以
後の
中
国の
指
導
者
た
ちに
よっ
て
引
き
継が
れ
た
経
済

シ
ス
テム
は 、
計
画
過
剰で
あ
ま
り
に
集
縦
的かつ
官
僚
的で
あっ

た 。
そ
れ
は
桁
外れ
に
非
効
率
的
で
浪
目
的
だっ
た 。
過
去の
成
長は

巨
大
な
投
資
を
通
じ 、
生
活
水
準の
実
質
的
向
上
を
除
外し
て
達
成
さ

れ
た
の
で
あっ
た 。
経
済
は 、
不
均
衡と
院
路
と
不
足に
病
ん
で
い

た 。
中
国の
多
くの

資
本の
ス
トッ

ク
は
老
朽
化
し 、
ハ
労
資
兼
願の）

生
産
性
要因は
実
際に
衰
退
し
て
い
た 。
品
産
物の
生
産
は
増
加
し
て

い
た
が 、
圏
内
需
要
を
満た
す
こ
と
は
ま
ま
な
ら
な
かっ
た 。
事
実
上

あ
ら
ゆる
消
費
財
は
品
不
足
で 、
その
大
半の
品
質が
劣っ
て
い
た 。

か
な
り
の
失
業
者
が
存
在
し
て
お
り 、

不
完
全
鹿
用は
風
土
病の
よ
う

な
もの
だっ
た 。
中
国の
教
育・
研
究
機
関は
文
革の
結
果
さ
ん
た
ん

た
る
もの
で
あっ
た 。
長
年
孤
立
し
て
い
た
た
めに 、
中
国の
科
学
技

術は
先
進
諸
国か
ら
は
る
か
に
引
き
離
さ
れ
て
し
まっ
て
い
た 。

こ
う
し
た
問
題に
直
面
し
て 、
卸
小
平
その
他の
改
革
派の
指
導
者

は 、
今
必
要
な
の
は
過
去の
政
策の
小
さ
な
修正
で
は
な
く 、

根
本
的

な
体
制の
改
革
で
ある
こ
と
を
確
信
し
て
い
た 。
文
革
期に
お
ける
政

治
体
制の
弱
体
化は 、
こ
う
し
た
変
革へ
の
抵
抗
を
弱
め
て
お
り 、

述

大
な
政
治・
経
済の
改
革に
取
り

組
むこ
と
を
可
能に
し
て
い
た 。

一
九
七
八
年に
は
部
小
平
を
は
じ
め
中
国の
散
も
ま
だ 、
政
策
転
換

や
経
済
改
革へ
の
明
確
な
腎
写
真を
もっ
て
い
な
かっ
た 。
だ
が 、
邸

と
側
近の
支
持
者
た
ち
は 、
中
国が
とるべ
き
方
向へ
の
鋭い
意
識は

もっ
て
い
た 。
政
治の
領
域
で
は 、
古い
イ
デ
オロ
ギ
ーの

束
縛
を
解

き 、
毛
沢
東
主
義
や
そ
の
他の
ド
グマ
を
拒
否
し
て 、
か
な
り
自
由
奔
放
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諸
国か
ら 、
様々
の
ア
イ
デ
ア
を
借
用
し
た
が 、
そ
の
借
用は
決
し
て

機
械
的
な
もの
で
な
く 、

他
国か
ら
持っ
て
き
たい
か
なる
経
験
も
変

形
さ
れ
応
用
さ
れ
た 。
さ
らに
中
国
独
自の
考
果に
よる
もの
も
多か

っ
た 。
そ
の
結
果 、
今
日
行
わ
れ
て
い
る
折
衷
的
な
政
策は 、
独
特の

も
の
と
なっ
て
い
る 。
そ
れ
らの
プ
ラ
グマ
ティ
ッ
ク
なア
プロ
ー

チ

は 、
多
くの

後
退と
前
進
を
含
ん
で
い
る 。
ある
課
題
を
解
決
する
た

め
の
試
み
が
新
た
な
課
題
を
生
み 、
部
分
的
改
本へ
の一
つ
の
処
置

が 、
さ
らに
多
くの

処
置
を
必
要と
さ
せ
る
の
で
ある 。
彼
ら
は一
時

的
だ
が
深
刻
な 、
い
くつ
か
の
後
退と
失
敗に
直
面
し
て
き
た 。
し
か

し
改
革は
進
行
し
て
い
る 。

．

部の
改
本
計
画が
順
当に
行
わ
れ
た
後 、
政
治シ
ス
テム
と
経
済シ

ス
テム
の
い
ず
れ
か
が
来
し
て
ど
う
なる
か 、
自
信
を
もっ
て
予
見
す

る
こ
と
は
ま
だ
で
き
ない 。
だ
が
こ
う
し
た
改
革が 、
す
で
に
中
国
を

重
要
な
意
味
で
改
造
さ
せつ
つ
ある
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う 。
問

わ
れ
るべ
き
問
題
は 、
今
後 、
特に
郡小
平が
去っ
た
後 、
こ
の
変
革

が一
体
ど
こ
ま
で
推
し
進
め
ら
れる
の
か
とい
うこ
と
だ
ろ
う 。

集
団
指
導
体
制
と
文
民
統
制
の
確
立

も
と
よ
り
経
済の
近
代
化は 、
優
先
的
自
棋
で
は
あっ
た
が 、
北
京

の
新
指
導
部は 、
中
国
を
改
革
する
た
めに
は
政
治
的転
換に
も
岩
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
こ
と
を
知っ
て
い
た 。
さ
らに
彼
らは 、
経
済

と
政
治の
改
革が
分か
ち
が
た
く
絡み
合っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
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い
た 。
そ
の
た
め一
九
七
0
年
代
末
以
来 、
方
法
やぺ
l

ス
は
異
なっ

て
も 、

両
分
野の
変
革が
並
行し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る 。

政
治
改
革
を
導
入
す
る
際の
指
導
部の
基
本
目
標
は 、
あ
る
点で
補

助
的
な
もの
で
あ
り 、

経
済
改
革が
目
指
す
と
こ
ろ
よ
り
もひ
か
え
自

な
もの
で
あっ
た 。
す
な
わ
ち 、
特
定の
政
治
改
革は
そ
れ
自
身の
優

先
椛
を
もっ
とい
う
よ
り 、
む
し
ろ
経
済の
近
代
化に
とっ
て
不
可
欠

の
前
提
条
件だ
と
見
倣さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

その
改
革の
い
くつ
か
は 、
外
部の
者の
期
待
以
上に 、
そ
して
お
そ

ら
く
中
国の
保
守
的
な
指
導
者が
望
ま
しい
と
考
え
る
限
度
以
上に
実

行
さ
れ
た
の
で
あっ
た 。

政
治
的
変
革の
過
程
で一
貫し
て
い
た
の
は 、
イ
デ
オロ
ギ
ーの

後

退で
あっ
た 。
部
と
側
近の
文
持
者
た
ち
は 、
毛
沢
東
的
な
継
続
革
命

と
階
級
闘
争の
観
念
を
否
定
し
て
い
た 。
時に
彼
らは
「ブ
ル
ジョ
マ人

民
主
主
義」や
その
他の「
不
健
全
な
傾
向」
を
批
判
し 、
四つ
の「
基
本

原
則」
を
継
承
す
る
旨
を
主
張
して
い
る
が 、
そ
の
う
ち 、
党の
指
導

－
を
除
く

他の
三つ 、
す
な
わ
ちマ
ル
ク
ス
Hレ
lニ

ン
主
義・
毛
沢
東

思
想 、
人
民
民
主
主
義
独
裁 、
そ
し
て
社
会
主
義の
道に
つ
い
て
の
意

味
付
け
は 、
も
は
や
不
正
確
な
もの
と
なっ
て
い
る 。
党の
指
導の
原
則

も
修
正
さ
れ
て
い
る 。
イ
デ
オロ
ギ
ー

は
今
や 、
体
制
改
革
派の
経
験

主
義
を
ほ
と
ん
ど
拘
束
す
る
こ
と
が
な
く
なっ
て
お
り 、

今
日
多
くの

中
国
人は
イ
デ
オロ
ギ
ーの

不
可
知
論
者
で
あ
る 。
改
革
派の
指
部
部

は 、
規
則
的に
新
しい

「
精
神
文
明」
の
創
造
を
呼
び
か
け
て
い
る
が 、

実
際に
は
現
実
主
義と
プ
ラ
グマ
テイ
ズ
ム
が 、
ほ
と
ん
ど
の
政
策
決
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権
威
は
中
国の
よ
厄
部と
指
導
者
聞に
巧
み
に
分
散
さ
れ 、
神
格
化

さ
れ
た
党
主
席に
椛
力が
集
中
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
く
な
っ
て
い

る 。
現に
主
席の
役
職
は一
九
八二
年に
廃
止
さ
れ 、
名
目
上の
党
首

は 、
今
で
は
よ
り
影
響
力の
小
さ
い
総
官
記
で
あ
る 。
今
日 、
柿
力

は 、
政
治
局及び
そ
の
常
務
委員
会 、
世
紀
処 、
国
務
院
（
内
閣〉 、

そ
し
て
そ
の
他 、
党
軍
事
委
主
席 、
国
家
主
席 、
全
国
人
民
代
荻
大
会

（
全
人
代）
常
務
委
員
長 、
そ
れに
新
設の
中
央
顧
問
委の
党の
長
老

等 、
主
要な
機
関
を
代
表
す
る
様々
な
個
人に
よっ
て
分
担
さ
れ
て
い

る 。
地
位の
重
複は
大
幅に
減
ら
さ
れ 、
ま
た 、
首
位の
地
位の
い
く

つ
か
は 、
任
期が
限
定
さ
れ
た 。

今
後
も 、
集
団
指
導
を
制
度
化
し
よ
うとい
う
試
み
は
成
功
す
る
だ

ろ
うか 。
郡
小
平は
今で
も
裏
面
で
最
終
的
な
権
限
を
行
使
し
て
い
る

が 、
そ
れ
は
本
来
私
的
な
もの
で
あ
る 。
し
か
し 、
彼の
流
儀は
毛
沢

東
と
は
か
な
り
異
なっ
て
い
る 。
部は
その
影
響
力
を
命
令に
よ
ら
ず

迎
合の
形
成に
よっ
て
行
使
し
て
お
り 、
また 、
活
笑に
権
力
を
他の

者に
委
譲し
て
い
る 。
長い
目
で
見れ
ば 、
専
制
主
義が
再現
す
る
可

能
性は
あ
る 。
な
ぜ
な
らこ
の
程の
指
滋
は 、
中
国の
伝
統
的パ
タ
ー

ン
で
あ
り 、
何
世
紀
も
前の
皇帝の
個
人
中日
拝に
根
を
もつ
もの
だ
か

らで
あ
り 、
そ
れ
は
蹄
介石
と
毛
沢
東の
下で
も
維
持
さ
れ
て
ぎた 。

だ
が
そ
れ
で
も 、
柴
田
指
導
制
を
確
立
し
よ
うとい
う
最
近の
努
力と

毛
沢
東に
よ
る
行
き
す
ぎの
記
憶 、
そ
し
て 、
目
下の
と
こ
ろ
明
確
な

カ
リ
スマ
的
指
導
者が
い
ない
こ
と
か
ら 、
郡
小平
以
後の
中
国の
指

埠
体
制は 、
当
面 、
集
団
的
な
もの
に
な
ら
ざ
る
を
得
ない
とい
え
よ

定に
おい
て
あ
ら
ゆ
る
ド
グマ
に
取っ
て
代
わっ
て
い
る
よ
う
だ 。
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こ
う
し
た
傾
向
は 、
中
国に
あ
る
極の
イ
デ
オロ
ギ
ー

的
な
空白
を

生み 、
こ
れ
が一
部の
中
国
人
や
外
国の
観
察
者に
よっ
て 、

潜
在
的

な
弱
点
だ
と
見
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
政
治
問
題に
お
け
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ーの

哀
退の
程
度
を
あ
ま
り

誇
張
すべ
きで
は
ない 。
近
代
化
さ

れ
た
他の
多
くの

束ア
ジ
ア
諸
国が
かつ
て
そ
うで
あっ
た
よ
うに 、

現
在の
中
国で
は 、
よ
り
良い
生
活へ
の
国
民
的
希
求と
愛
国
心へ
の

訴
えが 、
古い
イ
デ
オロ
ギ
ー

的
教
義に
取っ
て
代
わ
りつ
つ
あ
る
か

らで
あ
る 。

毛
沢
東
思
想
を
解
釈
し
直
すに
あたっ
て 、
中
国の
改
革
派は 、
毛

主
席の
歴
史
的
役
割
を
再
検
討
した 。
そ
う
す
る
こ
と
に
よっ
て
彼
ら

は 、
中
国の
政
治シ
ス
テム
に
お
け
る
政
治
指
導の
性
格
を
再
定
義
し

よ
うと

試
み
た
の
で
あ
る 。
一
九
八一
年に
激
論の
末
採
択
さ
れ
た

「
建
国
以
来の
党の
若
干の
歴
史
的
問
題に
つ
い
て
の
決
結」
で
は 、

毛
沢
東に
つ
い
て
の
中
国
共
産
党の
公
式
的
評
価が
集
大
成
さ
れ
た

が 、
そ
れ
は
多
くの

外
国の
観
察
者の
見
方と
似
通っ
た
も
の
で
あ

る 。
す
な
わ
ち 、
毛
沢
東は
偉
大
な
革
命
的
指
導
者
だっ
た
が
国
家の

長と
し
て
欠
陥が
あ
り 、
一
九五
0
年
代
末
以
降 、
繰
り
返
し
高
価
な

過
ち
を
犯
し 、

今
日
中
国
人が
言
うと
こ
ろの
「
封
辿
的」
専
制
主
義

を
行っ
た
とい
う
もの
で
あ
る 。
現
在の
中
国
指
郡
部の
大
き
な
目
的

の一
つ
は 、
国の
支
配
者に
まつ
わ
る
個
人
崇
拝
を一
掃し 、
専
制
的

な一
人の
人
間に
よ
る
統
治の
再
現
を
防
ぐた
めに 、
で
き
る
だ
け
竪

固
な
集
団
指
導
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る 。

ぅ 。
そ
し
て
少
な
くと
も

三
小
ょド

悠物

この
先
数
年は 、
特定の

？－j
l引

博

？
一少一

史

人
物の
個
人
的
指
導
への
…… ．
んζ

恒

制
約は
強
ま
る
もの
と
思
mR1・品

輸

わ
れ
る 。

｛
ぺ ．

一

も
う
一
つ
の 、
明
ら
か
…ィ
ム

れ

に
歴
史
的
主
要
性
を
もっ

ア
四

附

趨
勢
は 、
軍
事に
対
す
る

古
制

現

叫

暗

の

文
民
統
制の
確
立
で
あ

一
A

つ

る 。
中
国の
政
治は 、
十

プ
一

明

九
世
紀
以
来
軍
事
化
さ
れ

…

λ

刈

て
きた 。
満
州王
朝の
哀
一
L
鳴

原

一
・

h
T

吉小

退に
伴い
地
方の
寧
諸
勢

～
子

北

カが
台
頭
し 、
王
朝が
崩
壊
す
る
と 、
囲
内は
地
方
軍
聞に
よ
り
割
拠

さ
れ
た 。
その
後 、
一
九ニ
0
年
代か
ら
四
0
年
代
を
通
じ 、
民
族
主

義
者
と
共
産
主
義
者の
ニ
つ
の
軍
隊
化
さ
れ
た
革
命
勢
力
聞の
紛
争 、

そ
れに
外
部の
侵
略
者
と
の
戦
闘が 、
国
巡
を
左
右
す
る
の
は
軍
人た

ち
で
あ
る
こ
と
を
確
実に
し
た 。
中
国
共
産
党の
勝
別
と
朝
鮮
戦
争の

の
ちに 、
政
府は
中
国
軍
部の
役
割
を
限
定
し 、
その
政
治
力
を
削
減

し
始
め
た
が 、
こ
の
試
み
は
長
続
き
し
な
かっ
た 。
文
革
の
混
乱
期

に 、
中
国の
文
民
組
織が
麻
簿
す
る
と 、
人
民
解
放
軍は
カの
空白
を

埋
め 、
再
び
社
会
に
お
け
る
支
配
的
地
位
を
得た
の
で
あ
る 。

文
民
統
制の
試
み
は 、
すで
に
毛
沢
東の
存
命
中か
ら 、
特に一
九
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七一
年に
林
彪
将
軍
（
当
時 、
国
防
相 。
毛が
後
継
者に
指
名〉
が
ク

ー
デ
タ
ーに

失
敗
し
て
死
亡
し
た
後に
開
始
さ
れ
てい
た 。
し
か
し
毛

沢
東が
死
去
し
た
時 、
そ
れ
は
全
く

不
十
分
な
ま
ま
で
あっ
た 。
郡
小

平
は 、
中
央
軍
事
委主
席と
し
て
中
国
人
民
解
放
軍に
対
す
る
個
人
的

監
督
を
行い 、
文
民
統
制の一
一mの
徹
底
化
を
目
指
し
てい
る 。
す
な

わ
ち
中
国
人
民
解
放
軍の
規
棋は 、
現
在 、
四
分の一
を
削
減
し
て
三

O
O
万に
さ
れ
よ
うと
し
て
お
り 、
軍
事
予
算に
も
上
限が
定
め
ら
れ

た 。
軍の
管
理
す
る
企
業の
多
くは

民
需
品の
生
産
に
切
り

換
え
られ

つ
つ
あ
る 。
高
齢の
中
堅
幹
部は
急
述に
若
手に
取っ
て
代
わ
ら
れ 、

そ
し
て
解
放
軍は
再
教
育
さ
れ
て
専
門
的
な
国
防
軍に
脱
皮
しつ
つ
あ

る 。
最
も
重
要
なの
は 、
軍の
政
治
的
役
割が
極
度に
減
ら
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る 。
今
日 、
政
権の
最
高
指
導
部に
占
め
る
箪
代
表
者
の
数

は 、
一
九
四
九
年
以
来
最
も
少
な
く
なっ
てい
る 。
一
九八
五
年に
選

出
さ
れ
た
党
政
治
局の
中
で 、
現
役の
軍
司
令
官
はニ
名の
み
（一
人

は
正
委
貝 、
も
う一
人は
候
補〉 、
そ
し
て
文
官
の
軍
首
脳は
郡小
平

自
身
を
除い
てニ
名
（
両
者
と
も
正
委
員）
と
なっ
てい
る 。

中
国
人
民
解
放
軍は
今日
で
も
中
国で
カの
あ
る
存
在
で
あ
り 、
さ

らに
は
本
質
的に
「
保
守
的」
な
た
め 、
改
革
派の
い
くつ
か
の
政
策

に
は
抵
抗
を
示
し
てい
る 。
し
か
し 、
今
日
の
趨
勢が
今
後と
も
統
く

以
上 、
近
現
代に
おい
て
最
も
堅
固
な
文
民
俊
位が
中
国に
確
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う 。
こ
れ
は
極
め
て
意
味
深い
変
化
で
あ
り 、
中
国
政

治の
性
格
を
変
えつ
つ
あ
る
最
も
根
底
的
な
潮
流の一
つ
で
あ
る 。
さ

らに
こ
の
変
化は 、
今
日
の
指
導
部の
改
革が 、
今
後
も
継
続
さ
れ
る

専
門
的
仕
事か
ら 、
党
貝の
組
織
的・
イ
デ
オロ
ギ
ー

的
活
動
を
分
離

す
る
こ
と
に
努
め
て
きた 。
と
はい
え
中
国
共
産
党は 、
今
で
も
搾
戚

の
究
極
的
な
源
泉で
あ
り 、
主
要
な
政
策の
形
成
だ
け
で
な
く

監
視の

責
任
も
負っ
て
お
り 、
四 、
二
O
O
万の
党
員
（
その
う
ち
九
万
人が

幹
部）
が 、
すべ
て
の
機
関
で
首
位の
地
位
を
占
め
てい
る
と
と
も
事

実で
あ
る 。

だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ 、
党の
中
で－
般
的
活
動
家の
役
割が
著
し
く

低
下
し
た
の
に
対
し 、
あ
ら
ゆ
る
種
類の
専
門
家
や
職
業
的
責
任
者の

そ
れ
は
増
大
し
てい
る
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
た
と
え
主
要
な
地
位
を

占
め
る
こ
れ
らの
担
当者が
党
貝で
あ
るに
せ
よ 、
中
国が
成
功
す
る

上
で 、
彼
らの
専
門
知
識が 、
イ
デ
オロ
ギ
ー

や
政
治
的
権
威
の
古い

基
準に
代
わっ
て 、
ま
す
ま
す
頼
りに
な
ら
ざ
る
を
得
ない
の
だ 。
そ

し
て
ま
た 、
職
業
的
な
突
縮
や
物
的
成
功
を
自
分の
目
的
だ
と
考
え
る

多
くの
中
国
人に
とっ
て 、
も
は
や
党
員と
し
て
の
経
歴は 、
か
つ
て

ほ
ど
の
魅
力
を
も
た
な
く
なっ
てい
る 。
ご
く
少
数の
中
国
人が 、
党

の
文
配とい
う
こ
う
し
た
基
本
的
な
事
実
を
問
題に
し
てい
る
け
れ
ど

も 、
党の
威
信と
影
響
力は
明
らか
に
哀
退
し
てい
る 。

世
代
交
代
と
織
力
移
綴
の
落
ち
着
き
先

中 国 第 二本命

党・
政
府
双
方の
官
僚
制
度を
改
革
す
る
た
め 、
部
と
彼の
支
持
者

は 、
一
九八
O
年
末に
その
官
僚
制
度
を
改
造
し 、
双
方の
関
係
を
調

節
し 、
指
導
的
地
位
を
新
人
事で
充
填
す
る
こ
と
に
乗
り
出
し
た 。
一

見
込
み
を
高め
てい
る 。

部小
平
は 、
体
制の
組
織の
改
善
と 、
政
策の
形
成
及
び
笑
行の
た

め
の
手
続
きの
改
良に
向
け 、
活
実に
活
動
し
て
き
た 。
毛
沢
東
時
代

の
末
期に
は 、
政
策
決
定は
極
度に
集
中
化
さ
れ 、
主
要
な
政
策が
し

ば
しば
毛一
人に
よっ
て
採
択
さ
れ 、
問
題
丹
十
分
な
分
析
や
政
策
選

択の
真面
目
な
考
慮は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た 。
今
日
で

は 、
政
策
決
定は
ずっ
と
系
統
的に
組
織
化
さ
れ
てい
る 。
政
策の
選

択
は
党と
政
府
内で
活
発に
討
議
さ
れ 、
時に
は
意
見の
相
違が
公
然

と
述べ
ら
れ
てい
る
（
政
治
家
自
身が
公
式
淡
説で
行
う
こ
と
も
あ
る

が 、
普
通は
学
者
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

の
若
作の
中
で
述べ
ら
れ
る
こ

と
が
多い〉 。
最
高
指
導
部は
ま
た 、
今
日 、
広
範
な
専
門
家に
対
し

て
も 、
そ
の
専
門
的
な
意
見
や
助
言
を
求
め
てい
る 。
毛
沢
東
時
代に

は 、
国
を
揺
る
が
す
周
期
的
な
大
衆
動
貝に
依
拠
し
た
「キャ
ンペ
ー

ン」
方
式が
特
徴
的
で
あっ
た
が 、
現
指
導
部は
きっ
ぱ
り
と
こ
う
し

た
方
式
を
退
け
てい
る 。
そ
の
代
わ
り 、
確
立
さ
れ
た
官
僚
機
構と
そ

の
手
続
きに
従っ
て
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
てい
る
の
で

あ
る 。そ

れ
だ
けに 、
官
僚
機
椛の
改
革は一

府切
実
な
もの
と
なっ
てい

る 。
中
国の
改
革
者
た
ちは 、
職
権の
乱
用
を
抑
え
て
官
僚
機
椛
を
よ

り
効
果
的に
機
能
さ
せ
る
た
めに 、
ま
た 、
指
導
部と
国
民
全
体の
要

求に
対
し
て
よ
り
良
く

応
え
得
る
よ
う 、
お
び
た
だ
しい
処
置
を
行っ

て
き
た 。
と
り
わ
け 、
専
門
的
分
野へ
の
党
の
直
接
的
関
与
を
削
減

し 、
国の
経
済
その
他の
非
党
的
な
諸
機
関に
お
け
る
監
督・
指
導の
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九八二
年 、
官
僚
機
梢
改
革に
対
す
る
主
要
な
動
きの
中で 、
部
体
制

は 、
国
務
院の
直
接
指
導の
も
と 、
部
（
省）・
委
員
会・
局の
数
を

九
八
か
ら
五ニ
に
減
じ
る
計
画
を
発
表
し
た 。
例
えば 、
対
外
経
済
関

係に
か
か
わ
る
四つ
の
団
体
（
輸
出
入
管
理
委
員
会・
外
国
投
資
管
理

委
員
会・
対
外
貿
易
部・
対
外
経
済
連
絡
部）
が 、
新
し
く

対
外
経
済

貿
易
部に
統
合
さ
れ
た
が 、
他の
トッ

プ
レベ
N
の
団
体
も
同
様に
合

併
さ
れ
た 。

行
政
機
構
を
縮小
し 、
官
僚
主
義
的
風
潮
を
少
な
く
し 、
一
般に
機

椛の一
一胞の
効
率
化
を
図る
た
め
の
真
剣な
努
力
も
な
さ
れ
た 。
基
本

的
な
目
標
は 、
各々
の
機
関の
立
任
を
明
示
し 、
責
任の
所
在
を
明
確

化
さ
せ
る
こ
と
だっ
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
こ
の
よ
う
な
特
別の
改
革

が
ど
の
程
度
効
来が
あっ
た
か
は 、
議
論の
余
地
が
あ
ろ
う 。
中
国

は 、
官
僚
制
を
発
明
し
た
が 、
恐
し
き
意
味で
の
官
僚
主
義が
根
深い

問
題
と
なっ
てい
る 。
中
国の
官
僚
的ヒエ
ラ
ル
キ
ーは

依
然と
し
て

巨
大で 、
非
能
率
的
で
あ
り 、
相
対
的に
硬
直
し
てい
る
が 、
改
革開

始
以
前
よ
り
は
良
く
なっ
てい
る 。

官
僚
機
構
問の
系
統
関
係
や
力
関
係は ）
政
府の
柿
力
分
散
化
政
策

や
統
制
解
除
政
策の
結
果 、
重
大
な
変
化
を
生
じ
た 。
多
くの
権
限

｜｜
経
済
上
と
同
峰 、
政
治
よ
も
ーーが 、

多
くの
中
央の
組
織
体
を

犠
牲に
し
て
も 、
地
方の
政
府
や
企
業
を
強
化
す
る
よ
う
下
方に
移
譲

さ
れ
た 。
政
府
機
関
（
党
装
置に
対
抗
す
る〉
は一
段
と
重
要
性
を
増

し 、
経
済
活
動の
責
任
を
担
う
機
関は 、
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
授
得

し
た 。
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し
か
し 、
中
国
官
僚
機
構の
働
きに
影
響
を
及
ぼ
し
た
最
大の
変
化

は 、
新
しい
人
事と
人
都
政
策に
よ
る
もの
で
あ
る 。
中
国の
改
革
者

は 、
あ
ら
ゆ
る
レベ
ル
に
おい
て
指
部
部の
驚
く
ほ
ど
迅
速
で
広
範
な

世
代
交
代
を
行っ
た 。
彼
らは 、

将
来の
指
導
者
を
選
ぶ
た
めの
新
し

い
専
門
的
基
準
を
設
け 、
各々
の
段
階
で
年
齢
制
限
（
あ
るい
は 、
少

な
く
と
も
その
対
象）
を
設
定
し 、

規
則
化
さ
れ
た
退
職
制
度を
創
出

し
た 。
その
目
的は 、
官
僚
機
椛
すべ
て
に
わ
た
り 、
よ
り

若
く 、

向

い
教
育
を
受け
た
専
門
的
指
務
者
を
昇
進
さ
せ
る
こ
と
に
あっ
た
が 、

その
結
果は
目
ざ
ま
し
かっ
た 。
その
よ
う
な
短
期
間
で 、
こ
れ
ほ
ど

の
述
大
な
人
事
異
動
を
実
施
し
た
安
定
政
権は 、
か
つ
て
あ
ま
り

例
を

み
ない 。
一
九
四
九
年
以
前に
採
用
さ
れ
た
百
万
人
以
上の
古
参
幹
部

は
引
退
さ
せ
ら
れ 、
四
四
討の
省レベ
ル
の
指
導
的
官
僚お
よ
び
瓜レ

ベ
ル
の
半
分
近
くの

指
導
的
官
僚が 、
更
迭さ
れ
た 。

一
九
八
五
年 、
首
脳
部は 、
中
央と
省レベ
ル
で
は
千
人の 、
県レ

ベ
ル
で
は
三
万
人の 、
郷レベ
ル
で
は
十
万
人の
幹
部
候
補
生
を党
組

織で
選
出
す
る
よ
うに
指
導
し
た 。
全
体
的に 、
中
央の
部
長と
副
部

長
らの
平
均
年
齢は 、
六
十
代
半ば
か
ら
五
十
代
終
わ
り
ほ
ど
に
下が

っ
た 。
一
方 、
省
幹
部の
平
均
年
齢は
五
十五
成
ぐ
らい
に
下がっ
て

い
る 。
人
民
解
放
軍
内
部で
は 、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
大
人
事
異
動が
あ

っ
た 。
こ
の
人
事
異
動
で
は 、
官
僚
的
な
役
立
た
ずの
人
員が
減
ら
さ

れ
た
ば
か
り
で
ない 。
中
国
を現
代
世
界の
中に
思
くの
に
必
要な
技

術
を
も
ち 、
一
般に
政
府の
改
革
政
策
を
支
持
す
る
新
種の
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト

的エ
リ
ート

を
創
出
し
始
め
た 。

中国第二革命
い
六
名の
政
治
局
委
員の
う
ち 、
三
名は
五
十
代
で
あ
り 、
そ
の
他三

名は
六
十
代で
あ
る
つ冗の
十
名の
政
治
局
委員は 、
四
名
が
八
十

代 、
他の
四
名
が
七
十
代 、
残
りの
ニ
名が
六
十
代
後
半
で
あっ
た） 。

あ
ら
ゆ
る
段
階
で 、
古い
世
代の
引
退に
は
根
強い
抵
抗
が
あ
っ
た

が 、
その
過
程は 、
非
常に
秩
序
立っ
て
お
り 、
穏
や
か
で
あっ
た 。

引
退
し
た
人々
を
非
難
す
る
か
わ
りに 、
政
府は 、
最
大
限の
礼
を
尽

く
し
て
扱っ
た 。
例
えば 、
彼
ら
退
職
者に
以
前の
給
料
や
正
当
な
役

得の
留
保
を
許
し
た
し 、
多
くの
人々
を
名
誉
顧
問に
任
命
し
た 。

新
指
導
者
を
適
切
な
地
位に
据
え
る
た
めに
郡
小
平の
取っ
た
最
も

注
目
すべ
き
手
段は 、
部
自
身の
権
力
継
承
計
画の
た
めに
取
ら
れ
た

もの
で
あっ
た 。
彼は
将
来の
指
導
者
た
る
第二
梯
団の
人々
の
み
な

ら
ず
第三
梯
団の
人々
ま
で
も 、
細
心の
注
意
を
払っ
て
選び 、
鍛
航

し
た 。
一
九
八
0
年
代
初
め
以
来 、
胡
矧
邦
ハ一
九八
五
年現
在
七
十

歳）
と
越
紫
陽
（
胡
よ
り
四
歳
若い）
が 、
郡
小
平の
直
接の
後
継
者

と
目
さ
れ
て
き
た 。
ご
く

最
近
で
は 、
胡
や
組の
協
力
を
得て 、
部は

第三
梯
団の
人々
を
養
成
してい
る 。
こ
の
グ
ル
ープ

の
う
ち 、
新
進

の
者
は
四
名
で 、
その
中の
三
名
が
五
十
代 、
残
りの一
名
が
六
十
を

超
えた
ば
か
り
で
あ
る 。
胡
啓
立
と品川川石の
ニ
人は 、
主に
党
機
桃の

中
で
経
歴
を
和
ん
で
き
た 。
李
鵬と
田
紀
雲の
二
人は 、
副
首
相と
し

て
台
頭
し
て
き
た 。
四
人
と
も一
九
八
五
年に
政
治
局
員に
選
出
さ
れ

た 。
中
国で
は 、
こ
の
グ
ル
ープ

出
身の
者が 、
実
質
的に 、
党
や
政

府の
指
導
者
と
し
て 、
胡
や
組に
取っ
て
代
わ
る
よ
うに
な
る
だ
ろ

う 、
と

期
待
さ
れ
て
い
る 。

北
京に
お
け
る
首
脳
部

の
本
格
的
な
人
事
異
動
も

劇
的
な
もの
で
あ
り 、
こ

れ
は
明
ら
か
に
改
革
継
続

の
た
めの
政
治
的
基
盤
を

強
化
し
た 。
一
九
八一
年

t八
二
年
とい
う
初
期の

段
階
での
画
期
的
な
出
来

事は 、
党
主
席が
禁
固
鋒

か
ら
胡
純
邦へ 、
首
相が

都か
ら
組
紫
陽に
交
代
し

た
こ
と
で
あ
る 。
一
九
八

二
年の
十二
金
大
会
で
選

‘

出
さ
れ
た
中
共
中
央
委
貝と
中
共
中
央
候
補
委
口三
百
四
十
八
名の
う

ち 、
二
百
十
名
｜｜

全
体の
五
分の
三
｜｜は 、

新
しい
メンバ
ー

で

あっ
た 。
そ
し
て 、
新
しい
二
十二
名の
政
治
局
（二
十
名が
政
治
局

委
員
でニ
名が
政
治
局
候
補
委
貝〉
に
お
い
て
は 、
七
名の
新メンバ

ーが 、
同
数の
老
帥
化
し
た
指
導
者に
取っ
て
代
わっ
た 。
一
九
八
五

年
九
月の
党の
全
国
代
表
会
議
で 、
中
央
委
員
会の
六
十四
名の
新メ

ンバ
ーが

六
十五
名の
旧
指
導
者
らに
取っ
て
代
わ
り 、

六
名の
比
較

的
若い
指
導
者
が 、
政
治
局を
輪
番
し
て
い
た
十
名の
古
参の
指
導
者

と
交
代
し
た 。
新
顔の
政
治
局
委
員と
同
候
補
委
員の
平
均
年
齢は 、

五
十二
戚
で 、
四
分の
三
以
上
は 、
大
学
教
育
を
受けて
い
る 。
新
し
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一
部の
観
察
家
た
ち
は 、
も
う一
つ
の
可
能
性に
つ
い
て
も
推
測
し

て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
中
国の
最
向
指
導
部に
は 、
部
小
平
よ
り 、
も

っ
と
慎
重で
保
守
的
な
数
名の
部と
同
世
代の
人々
が
まだ
存
在
し
て

い
る 。
最
も
影
響
力
を
もつ
の
は 、
八
十
代
前
半に
な
る
指
導
者の一

人
隙
密
で
あ
り 、
彼は 、
一
九五
0
年
代
以
米 、
中
国で一
流の
経
済

専
門
家
で
あっ
た 。
彼は
「
悦
泣な
改
革
者」
と
し
て
的
確に
柿
写
さ

れ
て
い
る 。
陳
雲は 、
経
済の
計
画
性
と
安
定
性の
必
要
を
強
制
し

て 、
最
近の
政
策の
諸
相
を
公
然と
批
判
し
て
き
た 。
ま
た 、
同
じ
八

十
代
前
半
で
あ
る
率
先
念
国
家
主
席
も 、
北
京の
熱
狂
的
改
革
者
よ
り

は
「
保
守
的」
で
あ
り 、

陳
雲
よ
り

守
らに
計
画
経
済の
重
要性
を
強

調
す
る
傾
向に
あ
る 。
形
瓦は 、
現
在
八
十
歳
半ば
で 、
全
人
代
常
務

委
貝
会
委
貝
長
だ
が 、
法の
制
定と
秩
序
維
持
を
主
袈な
任
務と
し
て

い
る 。
彰
瓦は 、
最
近の
自
由
化の
拡
大に
県
識
を
唱
えて
い
る
と
言

っ
て
も
さ
しっ
か
え
ない 。

こ
れ
ら三
人の
中の
誰か
が
郡
小
平
よ
り
長
生
き
を
し
て 、
自
己の

柿
威
｜｜

多
分 、
若い
部
下
を
通
じて
｜｜に

固
執
す
る
可
能
性が
あ

れ
ば 、
改
革の
プロ
グ
ラム
は 、
重
大
な
変
更が
あ
る
か 、
あ
るい
は

減
速
さ
れ
る
か
も
し
れ
ない 、
と
論
ず
る
者
も
あ
る 。
し
か
し
な
が

らJ
こ
れ
は 、
あ
り

符
ない
よ
うに
思
え
る 。
彼
らは
み
な
老
齢
で
あ

り 、
大
き
な
威
信
を
もっ
てい
なが
ら
も 、
指
導
権
を
掌
握
し
た
り 、

政
策
を
大
き
く

変
更さ
せ
た
り
す
る
可
能
性は
ない
よ
うだ 。
特に
権

力の
継
承の
点に
関
し
て 、
部は 、
最
近の
政
策
を
支
持
す
る
述
合
を

活
実に
強
化
して
き
た 。
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無
論 、
権
力の
継
承
は 、
本
来
的に
予
測
し
が
たい 。
都
小
平
が
養

成
し
た
部
下
が 、
彼の
死
後
あ
るい
は
完
全
な
引
退
後 、
柿
カ
を
保
持

し 、
有
能
な
指
導
者
と
な
り 、

彼
らの
間
で
協
力し
合
え
る
とい
う
保

証
は
ない 。
中
国が 、
真に
制
度
化に
向かっ
て 、
ど
の
程
度
進
歩
し

た
か
を
計
る
試
金
石
は 、
実
際に 、
一
般に
是
認
さ
れ
た
制
度
的
手
続

き
を
通
じ
て 、
秩
序
あ
る
権
力の
移
譲が
行
わ
れ
る
か
否
か
で
あ
ろ

、「J。こ
こ
で一宮守え
る
こ
と
は 、
郡
小
平が
計
画
し
た
と
同
じ
よ
うに

慎
重

かつ
組
織
的に
計
画
す
る
指
部
者
を
も
て
る
か
で
ある 。
こ
の
点
で

は 、
比
般
的
円
滑
な
権
力
継
承の
期
待
｜｜

現
在の
政
策
を
継
続
さ
せ

る
機
会
を
最
大
限に
生
か
せ
る
人
ーーが 、

十
分に
持て
よ
う 。

「
改
革と
秩
序」
に
妙
手
は
あ
る
か

以
上の
よ
う
な
すべ
て
の
変
化は 、
中
国で
の
政
治
生
活に
霊
大
な

影
響
を
与
え
た 。
その一
部は
体
制の
改
革と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
か

っ
た
と
の
殻
論
も
あ
ろ
う 。
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際に
体
制
は
変
化
し

始
め
た
の
で
あ
り 、
そ
の
理
由
は
主
と
し
て 、
統
治
者・
被
統
治
者
間

の
関
係が
ど
う
あ
るべ
き
か
とい
う
姿
勢に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ

た 。部の
下
で
の
改
革
指
導
者
は 、
毛
沢
東
時
代の
混
乱
以
後 、
中
国の

エ
リ
ー
ト

と
大
衆
を
和
解
さ
せ 、
体
制へ
の
支
持
を
拡
大
さ
せ
るべ
く

多
大の
努
力が
必
裂で
あ
る 、
と
の
認
誠
を
最
初か
ら
もっ
て
い
た 。

た
め
だ
と
強
調
さ
れ
てい
る 。
政
府は 、
一
般
的
犯
罪
や
汚
職の
罪に

間わ
れ
て
い
る
人々
同
様に 、
重
大
な
党
規
約に
そ
むい
た
者
や
現
政

治
体
制に
挑
戦
す
る
もの
に
対
し
て 、
厳
しい
罰
則
を
課
し
て
い
る 。

政
府は 、
巨
大
な
人
民
保
安
機
構
を
維
持
し 、
依
然
と
し
て 、
組
織的

な
労
働
収
容
所
を
運
営
し
て
い
る 。
し
か
も 、
一
般の
中
国
人
は 、
今

で
も 、
も
し
で
き
る
こ
と
な
ら 、
法
体を
避
けよ
う
と
し 、
自
己の
利

益
を
守
る
た
めに
は 、
法
的
手
続
き
を
と
る
よ
り
も 、
個
人
的
なコ
ネ

に
大
き
な
重
き
を
置
く 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
法
制
化へ
の
潮
流は 、

怒
意
的
な
支
配へ
の
新
しい
制
約
と
な
り 、
民
衆に
正
常
な
法
感
覚
を

品

与
え
た 。
政
権
を
握っ
て

ーは

い
る
人々
へ
の
恐
怖
感

は 、
以
前
よ
り

現
在の
方

が 、
ずっ
と
弱
まっ
て
い

る 。

中国第二革命

中国経済の拠点・上海港

多
様
性
や
多
元
主
義に

対
す
る
究
大
さへ
の
潮
流

は 、
毛
沢
東
主
義
者の
時

代と
非
常に
異
なっ
た
政

治
的・
社
会
的
風
潮
を
生

み
出
し
た 。
中
国は 、
情

報の
異
常
な
爆
発
的
急
増

を
見て
い
る 。
現
在
で
は 、

あ
ら
ゆ
る
租
類
の
事
柄

彼
らの

基
本
的
な
手
段
と
は 、
地
方．の
グ
ル
ープ・

個
人の
利
益
や
野

心
を
認
め
る
よ
う
政
治
的
締
め
付
けを
ゆ
る
め 、
自
由
化
す
る
こ
と
で

あ
る 。
彼
ら
は 、
制
限
付
き
で
は
あっ
た
が 、
増
加
し
た
多
様
性
や
多

元
主
義
を
許
し 、

情
報
や
思
想の
伝
述の
増
大
を
認
め
た 。 ．
指
導
者
は 、

「
社
会
主
義
的
法
制」
を
強
調
し 、

政
治
生
活の
本の
根
的
参
加
を
拡

大
し
よ
うと
し
た 。
国
家の
社
会へ
の
浸
透
カは 、
大
方
減
退
し 、

生

活
領
域の
多
くは 、

非
政
治
化
さ
れ
た 。
以
前は 、
個
人
的 、
非
政
治

的
目
標の
追
求
や 、
反
体
制
的
態
度の
あ
ら
ゆ
る
徴
候は
危
険
だ
と
見

な
さ
れ
た 。
現
在
で
は 、
人々
は 、
問
踏
し
た
り 、

批
判
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
も
な
く 、
T
シャ
ツ
を
活
た
り 、

金
魚
を
飼っ
た
り 、

外
国の

書
物
を
読
ん
だ
り 、

寺
院や
教
会に
行っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

一
九
七
0
年
代
末
以
降 、
徐々
に
法
体
系を
整
備し
てい
っ

た
こ
と

は 、
一
層
安
定
し

制
度
化
さ
れ
た
革
命
後
社
会へ
向かっ
て
の
大
き
な

潮
流の
重
要
な一
部
分
を
な
し
た 。
指
導
部は 、
多
くの

私
生
活
上の

法
体
や
規
則
を
採
用
し 、

体
系
的
な
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る 。
す
な
わ

ち 、
彼
ら
は
法
廷
や
検
察
を
改
良
し 、

法
関
係
職
員
を
訓
練
し 、

「
社

会
主
義
的
法
制」
に
閲
す
る
大
衆の
教
育
を
目
指
し
て
い
る 。
一
つ
の

E
的
は 、
契
約
的
な
経
済
関
係
を
処
理
す
る
た
めの
効
果
的
な
法の
枠

組
を
創
出
す
る
た
め
で
あっ
た 。
し
か
し 、

指
埠
者
た
ち
は 、
正
当
な

法の
手
続
き
を
含
む一
定の
基
本
的
人
権
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ

て 、
国
家
官
僚
を
束
縛
し 、

人
民の
支
持
を
集
め
よ
うと
も
望ん
だ 。

整
備
さ
れつ
つ
あ
る
法
体
系は 、
依
然 、
個
人の
棺
別
を
保
護
す
る

た
め
とい
う
よ
り 、

む
し
ろ
国
家
を
守
り 、

社
会
的
秩
序
を
維
持
す
る
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が 、
本・
雑
誌・
新
聞・
ラ
ジ
才・
テ
レ
ビ
を
媒
介と
し
て 、
社
会に
広

〈
伝
達
さ
れ 、
多
くの
中
国
人の
視
野
を
大
き
く

拡げ
た 。
中
国は 、

過
去の
中
国
を
再
発
見し
て
い
る
最
中で
あ
り 、
ま
た 、
外
部
世
界
を

も
発
見
しつ
つ
あ
る
が 、
こ
れ
は一
九四
九
年
以
来
初め
て
の
こ
と
で

あ
る 。
ほ
と
ん
ど
すべ
て
の
中
国
間 ．胞に
関
す
る
公
然と
版
践の
ない

議
論が
存
在
し 、
問
題に
対
す
る
代
替
案の
討
論
は 、
か
な
り
自
由で

あ
る
（
そ
れ
が
公
然
た
る
反
体
制
的
な
もの
を
意
図し
た
り 、
政
治
体

制へ
の
基
本
的
反
対
を
意
図
し
た
もの
で
ない
限
り
で
は
あ
る
が〉 。

集
団
と
し
て
の
知
識
人の
地
位
は 、
少
な
くと
も一
九五
0
年
代
以

降
よ
り現

在の
方が
高い 夙
現
在の
指
訴
者
た
ち
は 、
中
国の
近
代
化

を
推
進
す
る
た
めに
は 、
国
家に
存
在
す
る
すべ
て
の
人
材
を
効
果
的

に
利
用
す
る
こ
と
が
肝
要で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る 。
党は
現
在 、
多

くの
知
識
人
を
その
独
自の
ラ
ン
クに
位
世
付
け
よ
うと
試
み
て
い

る 。
そ
し
て 、
目
下
多
くの

知
識
人
た
ち
は 、
重
要な
地
位
を
保っ
て

い
る
か 、
あ
るい
は 、
党
や
政
府
や
他の
機
関の
顧
問
と
な
っ

る 。

て
い

政
府と
大
衆と
の
聞の
政
治
的
関
係
も
ま
た 、
実
質
的
に
変
化
し

た 。
あ
る
点で
は 、
政
府の
統
制が
弛み 、
旧
式の
大
衆
動
員キ晶、
ン

ペ
ly

が
放
楽
さ
れ
た
結
果 、
政
治
生
活へ
の
大
衆の
か
か
わ
り
は
減

他の
点で
は 、
よ
り

規
則
化
さ
れ
た
大
衆
参
加が

増
加
し
た 。
選
挙
制
度に
も
実
効
性
を
与
えよ
うと 、
政
府は 、
直
接

選
挙
を
郷レベ
ル
まで
拡
大
し 、
地
方
選
挙で
は 、
複
数候
柿
者
制
を

奨
励
し
て
き
た 。
今
まで
に
その
効
果は 、
期
待
さ
れ
てい
る
ほ
ど
大

少
し
た 。
し
か
し 、
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き
くは
ない 。
とい
うの
は 、
多
くの
報
告
告に
よ
れ
ば 、
地
方
幹
部

が
依
然と
し
て 、
多
くの

場で
選
挙の
過
程
を
操
作
し
てい
る
か
らで

あ
る 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
幹
部に
対
す
る
下
か
らの
大
衆の
圧
力は

増
大
し
て
き
た 。

人
民
代
表
大
会
を
再び
活
性
化
させ
る
た
めの
政
府の
努
力は 、
こ

の
機
関
（
原
則
的に
は
中国に
お
け
る
政
治の
ク

代
表φ
機
関で
あ
る

の
に 、
過
去に
おい
て
は 、
ほ
と
ん
ど
賀
任
を
担っ
て
い
ず 、
象
徴
的

な
も
の
で
さ
え
あ
り 、
実
際
的に
棉
カ
を
もっ
てい
な
かっ
た）
に 、

実
質
的に
増
大
す
る
役
割
を
与
えた
こ
と
で
あ
る 。
さ
らに 、
下
位の

議
会
も
変
化
し
た 。
全国
人
民
代
表
大
会は 、
その
役
割が
本
質
的に

諮
問
で
あ
る
た
め 、
西
欧
民
主
主
義の
立
法
府と
は
様
相が
兵な
る
け

れ
ど
も 、
以
上の
試
み
は 、
指
滋
者が
政
治
体
制に
お
け
る
大
衆
参
加

の一
府の
拡
大
を
望
ん
でい
る
こ
と
の
あ
ら
われ
で
あ
る 。

こ
れ
らの
湖
涜
は 、
中
国の
政
治シ
ス
テム
や
その
過
程
を
どれ
ほ

ど
変
え
た
だろ
う
か 。
も
し
あ
る
人が 、
西
欧
的
民
主
主
義の
見
方で

その
変
化
を
判
断
す
る
な
らば 、
答
えは 、
基
本
的に
は
否で
あ
る 。

中
国
は 、
未
だに
本
質
的に一
党
体
制
で
あ
る
（
少
数
党に
分
類
さ
れ

る
こ 、
三の
小
集
団が
継
続
し
て
存
在
し
てい
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず〉 。
。
指
導
者た
ちは
依
然 、
自
由
な
報
道
機
関 、
野
党
や
反
政
府グル
ー

プ 、
誌に
競
合
的
な
選
挙
方
法
を 、
自
ん
で
受け
入れ
て
はい
ない 。

し
か
し
中国
人の
見
方か
ら
すれ
ば 、
彼
らは 、
長
年
極
端
な
全
体
主

義
体
制の
下
で
生
活
し
てい
た
の
で 、
その
変
化
は 、
重
大
な
もの
で

あっ
た 。
比
絞
的
短
期
間に
その
体
制は
弛
級
し 、
あ
ま
り

強
圧
的
で

ない 、
よ
り
多
元
的
な
椛
威
主
義
体
制へ
と
変
化
し
ていっ
た 。

最
近の
潮
流は 、
中
国
を
徐々
に
西
欧
的
感
党で
の
大
き
な
民
主
化

へ
と
導
く
力
を
解
放
し
た
だろ
う
か 。
その
答
えは 、
少
な
く
と
も
短

期
的に
は 、
否
定
的
な
も
の
で
あ
ろ
う 。
よ
り
効
率
的
な 、
よ
り

胴
広

い
人
民の
支
配
を
得
る
体
制
を
創
造
す
る
た
めに
は 、
中
国の
改
革
指

導
者
は 、
さ
らに
す
す
ん
で
政
治の
自
由
化
を
行
うべ
き
か
も
しれ
な

い 。
けれ
ど
も 、
彼
ら
は 、
多
元
主
義
的
民
主
主
義
を
望
ん
で
い
な

い 。
中国の
柑
威
主
義
的
伝
統
や
深
く
中国
人に
根
ざ
し
た
配似へ
の

恐
怖 、
そ
れ
に
中
国の
よ
う
な
巨
大
で
多
様
な
国
家の
統一
を
維
持
す

る
際に
生
ず
る
問
題 、
それ
ら
すべ
て
が 、た
と
え
解
決
され
た
と
し
て

も 、
中
国の
指
導
者
は
椛
威
主
義
的
指
導
者へ
と
向か
う
だろ
う 。

北
京の
現
在の
指
都
者
は 、
多
分 、
統
制
不
可
能
な
多
元
主
義の
仲

強
や
強
圧
的
な
全
体
主
義へ
の
回
仰の
い
ずれ
も
避
け
たい
と
望
ん
で

い
る
だろ
う 。
政
府の
指
導
者
は 、
将
米 、
矛
盾
す
る
圧
力
を
受け
る

か
も
しれ
ない 。
一
方 、
現
在の
政
筑は 、
明
ら
か
に
刺
広い
支
持
を

挺
得
し 、
急
速
な
社
会
変
化
は 、
新
しい

社
会の
緊
張と
屯
裂
を
生み

出
し
てい
る 。
政
治
統
制の
弛
緩
は 、
社
会
的
規
律
を
弱
め
てい
る 。

個
人
的
紐
務に
基づ
く
中
国
人の
古い
行
動
様
式が 、
再び
現
れ
始
め

てい
る 。
汚
職・
ネ
ポ
テ
イ

ズ
ム・
不
平
等の
台
頭は 、
か
な
りの

批

判
を
引
き
起
こ
し
てい
る 。
外
国
人
雌い
の
街
動が 、
表
面
下に
潜
ん

でい
る 。
ま
た 、
新
しい
政
治
的
な
緩
和の
状
態の
中
で 、
批
判
や
不

満
が 、
さ
らに
公
然
と
行
われ
てい
る 。
も
し
も 、

批
判
や
不
満が
非
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常に
増
大す
る
な
ら
ば 、
政
治
的
統
制
を
引き
締
める
強
力
な
圧
力が

か
か
る
だ
ろ
う 。

一
方 、
増
大す
る
民
主
化
要
求へ
の
反
対
圧
力も
長
期に
わ
たっ
て

存
在
す
る
だ
ろ
う 。
少
な
くと
も
今
世
紀
初
頭
以
米 、
一
部の
中
国
人

知
識
人
ら
は 、
其の
多
元
主
義と
民
主
主
義
（こ
の
最
近の
現
れ
は 、

一
九
七
八
年
1

八
O
年の
短
命
な
「
民
主
化
巡
励」
で
あっ
た）
を
盛

ん
に
要
求
し
て
き
た 。
そ
し
て 、
その
よ
う
な
抑
圧
は 、
あ
る
時
点で

ほ
ぼ
確
実に 、
再
び
出
現
す
る
だ
ろ
う 。
よ
り
基
本
的に
は 、
経
済
的

・
社
会
的
生
活が一
周の
多
元
化
を
経
験す
る
際に 、
政
治との
衝
突

は
増
大し
よ
う 。
経
済と
政
治
は 、
ど
の
国で
も 、
必
ず
し
も
並
行し

て
は
発
展し
ない 。
椛
威
主
義
的
政
治は
経
済
的
多
元
主
義
が
成
長し

つ
つ
あ
る
多
くの

発
展
途
上
国
で
存
続し
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
の
よ

う
な
国々
に
お
い
て
さ
え 、
政
治
的
自
由
主
義
を
求
め
る
圧
力が
次
第

に
増
大
し
て
きで
い
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
近い
将
来 、
も
し
政
治
的

傾
向の
大き
な
変
動が
中
国に
起
こっ
た
な
らば 、
恐
ら
く 、
か
な
り

大き
な
統
制に
向かっ
て
逆
行す
る
で
あ
ろ
う 。
要す
る
に 、
政
治
改

革
は
お
そ
ら
く
当
分の
問 、
今の
逃
絡
を
進み 、
自
由
化
さ
れ
た
権
威

主
義
とい
う
現
在の
体
制に
近い
もの
が
存
続す
る
よ
う
に
忠
わ
れ

る 。

中 国 第 二 革 命

第七次五カ年計画
｜｜開放と分権で順調な滑り出し

改
革の
プロ
グ
ラム
は 、
中
国の
政
治
体
制
以
上に 、
経
済
体
制
を
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す
で
に
変
化
させ
て
い
る 。
北
京
は 、
依
然 、
経
済
改
本の
試
み
の
其

只
中
に
あるの
で 、
経
済
は 、
将
米
最
大の
変
化が
期
待で
き
る
領
域

で
あ
る 。

経
済
改
革
推
進の
試み
は 、
一
九
七
八
年 、
悲
図
鈴の
提
唱し
た
現

代
化へ
の
「
新
開
進」
の
結
果 、
最
初は
非
常に
担
雑だっ
た 。
経
済

の
過
熱と
動
揺の
末 、
古い
問
題
を
巡
化
さ
せ 、
新しい
問
題
を
創
出

し
た 。
一
九
七
九
年
ま
で
に 、
政
府は 、
経
済
的
安
定
を
強
調
す
る

「
再
調
整」
政
策の
採
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た 。
そ
れ
に
もか
か
わ
ら

ず 、
部と
他の
改
革
推
進
派の
指
滋
者は 、
まも
な
く
其に
組
織
的
な

経
済
改
革に
釆
り
出
し
た
が 、
いっ
た
ん
そ
れ
が
開
始
さ
れ
る
と 、
そ

の
過
程
は 、
次
第に
推
進
力
を
得た 。
一
九
七
九
年に
さ
か
の
ぼ
れ

ば 、
そ
こ
に
は
改
革の
論
理
的
理
由が
あっ
た 。
一
九
七
九
年と一
九

八
四
年の
問の
最
初の
局
面
で
は 、
指
折岬
者
述の
似
屈の
問
題
点は 、

中
国の
対
外
経
済
関
係の
変
更と
国の
決
議シ
ス
テム
の
改
良
で
あっ

た 。
次に 、
中
国は 、
一
九
八
四
年
末
以
米
都
市
の
工
業・
商
業シ
ス

テム
の
包
括
的
改
革に
来
り
出し 、
現
在
もつ
づ
い
て
い
る 。
こ
れ

は 、
一
九八
六
年に
活
手
さ
れ
た
北
京の
第
七
次五均
年
計
画の
最
主

要都
胞
で
あ
る 。

北
京の
最
初の
劇
的
な
変
化
は 、「
対
外
開
放」
政
策の
採
択で
あっ

た
が 、
その
政
策は 、
中
国の
対
外
経
済
関
係の
大
幅
な
拡
大と
多
様

性
を
も
た
らし
た 。
第
六
次五ヵ
年
計
画（一
九
八一
年
t

八
五
年）の

問 、
対
外
貿
易は二
倍
以
上に
な
り 、
一
九八
五
年に
は
約
七
百
億
米

Jに
ま
で
仲
長し
た
ハ一
九
八
五
年
末に
お
け
る
試
算で
は 、
五
九
O
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億
米ドルで
あっ
た
が 、
ニヵ
月
後 、
国
家
統
計
局はこ
の
数
字
を 、
百

五
十
米 ドルの
赤
字
を
含む
約
七百
億
米 ドルへ
と
上
方に
訂
正
し
た） 。
国

内
総
生
産の
比
率
と
し
て 、
財
と
サ
ービ

ス
の
取
引は 、
お
よ
そ二
倍

の
ニ
O
許
近
くに
もの
ぼっ
た 。
中
国は 、
現
代
化に
必
要
な
他の
日

用
品
同
様 、
増
大
する
設
備
や
科
学
技
術
を
外
国か
ら
購入
取
得
し
て

い
る 。
増
大
する
輸
入の
支
払い
の
た
めに 、
中
国は 、
料
力
的に
輸

出
を
促
進
し 、
観
光
事
業で
得る
外
貨の
収
益
や 、
海
外の
労
働プロ

ジェ
ク
ト 、

及
び
兵
器
売
買
さ
えも
急
速に
拡
大してい
る 。
一
九八

四
年
か
ら
八
五
年の
間の
輸
入
騒
動
は 、
多
大
な
貿
易
赤
字
を
生
み
出

し 、
外
貨
準
備
高
を
危
険
な
までに
減
らし
て
し
まっ
た 。
その
結
果 、

第
七
次五方
年
計
画で
は 、
貿
易
増
大のペ
lス

をい
く
ら
か
落
と
す

魁
一盟

国明開且圏一一帽門同唱臨山崎岡山也

i

ji

 

開
国
語
必
邸
各

JVE－
怒践訟
槌
も

園闘一
怒
校跡
直面
店

摺温一

一ザ
削
商

回
恒
三
本臨
剛
な

誠一
欝
コ

feJ局F棚MR同V嗣・ιー

ヤヲー川町、近一
こ
と
が
必
須で
ある
｜｜

今
後五
年で
四
O
釘
ぐ

らい
の
仲び
｜｜

け
れ
ど

も 、
政
府は
輸
出
入双
方

を
拡
大
する
必
要
性
を
依

然
強
く
力
説し
て
い
る 。

北
京の
基
本
的
な
貿
易

政
策は 、
相
変
わ
ら
ず一

租の
輸
入
代
替
で
あ
る 。

し
か
し 、
徐々
に
輸
出
志

向の
政
策に
向かっ
てい

る
多
くの

兆
候
が
ある 。

高い
が
｜｜

百三
低
米
Jの
海
外
か
らの
借
款
を
利
用
し
てい
る 。

海
外か
らの
借
款は 、
お
そ
ら
く 、

第
七
次五ヵ
年
計
画の
期
間
中

に
大
幅に
増
加
する
だ
ろ
う 。
あ
る
見
杭
りに
よ
れ
ば 、
そ
の
期
間

中 、
借
款
は
二
百
億
米
Jに
もの
ぼ
る 、
とい
う 。

対
外
開
放
政
策の
結
栄に
よる
すべ
て
の
新
機
軸の
中で 、
資
本
主

義
国か
らの
直
接
的
な
投
資
を
誘
引
す
る
とい
う
決
定が 、
最
も
驚
岐

すべ
き
もの
だっ
た 。
な
ぜ
な
ら 、
その
よ
う
な
可
能
性
を
論
じ
る
こ

と
さ
え 、
毛
沢
東
主
義
者の
時
代に
は 、
タ
ブ
ー

だっ
た
か
らで
あ
る 。

中
国
人
は 、
投
資
を
誘
致
する
た
め
に
必
袈
な
法
的
枠
組
を 、
急
速に

創
設し
よ
うと
試
み
た
ーーその

中に
は 、
合
弁
会
社
設
立
法
や
沖
合

の
油田
開
発
協
力
事業
を
規
制
す
る
特
別
法
を
含
ん
でい
る 。
北
京
は 、

外
国
企
業との
椋々
な
協
力
形
態
を
進
ん
で
受
け
入
れ
る
とい
う
注
目

すべ
き
柔
軟
性
を
見せ
てい
る 。
中
国の
志
向は 、
明
ら
か
に 、
平
等

な
合
弁
現
業で
ある
け
れ
ど
も 、
共
同
生
産
協
定・
保
附
貿
易・
見
返

り
貿
易・
中
国
圏
内で
の
外
国
企
業一
O
O
町
出
資の
企
業
誘
致
等も

奨励
し
てい
る 。
中
国は 、
四つ
の
経
済
特
区
を
設
けた
が 、
他の
多

くの
都
市・
省・
地
方 、
特に 、
こ
れ
らの
沿
岸
地
域に
対して
も 、

外
国の
貿
易
商
や
投
資
家
と
取
引
す
る
た
め
の
特
権
を
与
えた 。
一
九

八
五
年
末
までに 、
組
策
協に
よ
れ
ば 、
中
国は 、
五
十三
億
米
Jの

直
接
外
国
投
資
を
誘
引し 、
そ
れ
以
上の
約
定
を
得
た 、
とい
う
ハ
あ

る
中
国の
情
報
筋に
よる
と 、
一
九
七
九
年
J

八
五
年の
間に
契
約し

た
海
外
投
資の
合
計
は 、
百六
十
億
米 ドル
を
超
えて
い
る） 。

新
しい
種
類の
対
外
経
済
関
係の
発
展
は 、
そ
れ
に
関
係
する
中
国
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一
九
八
六
年三
月 、
組
紫
陽
首
相は 、
全
国
人
民
代
表
大
会に
お
ける

第
七
次五ヵ
年
計
画に
関
する
報
告の
中で 、
輸
出
産
業の
た
めの
新

しい
奨
励
金
を
約
束し 、
中
国は 、
続
け
て
「
輸
出
商
品の
生
産
のた

めの
基
盤
を
強
化
し 、
輸
出
志
向の
工
場
を
建
設」
すべ
きで
あ
る 、

と
述べ
た 。

ハ
1
〉

越
鉱
山聞
は 、
一

九
八
六
年
三
月
二
十
五
日 、

第
六
期
全
国
人
民
代
荻

大
会
第
四
回
会
綴
に
お
い
て 、

第
七
次
五
ヵ

年
計
画
に
閲
す
る
報
告
を

行
っ

た 。

そ
の
報
告
は
『
北
京
逝
報
』

ハ
一

九
八
六
年
四
月
二
十
一

日

号）

に
収
録
さ
れ
て
い
る 。

貿
易が
拡
大
し
た
の
で 、
北
京は 、
地
方
当
局
や
個
人
企
業に
意
思

決
定
を
分
権
化
さ
せ 、
彼
らに
外
国の
供
給
者
や
消
費
者
と
直
接の
関

係
を
結
ぶ
こ
と
を
許
し 、
また 、
彼
ら
が
も
う
けた一
部の
外
貨
を
自

身の
た
め
の
使
用
目
的
で
保
有
す
る
こ
と
も
許
可し
た 。
政
府が
実
施

し
て
い
る
多
くの

他の
分
様
化
政
策の
よ
うに 、
こ
れ
は
問
題
をひ
き

起
こ
して
い
る 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
分
純
化
は 、
明
ら
か
に
世
界
市

場に
お
ける
中
国の
競
争
力
向
上に
寄
与
し
て
い
る 。

北
京の
新
貿
易
政
策が
重
要に
なるに
つ
れ 、
他の
対
外
経
済
政
策

の
変
化
も 、
よ
り
劇
的に
なっ
た 。
中
国
人
は 、
海
外
借
款
と
外
国の

直
接
投
資に
対
する
姿
勢
を
根
本
的に
変
え 、
現
在で
は 、
両
方
を
税

極
的に
勧
誘してい
る 。
一
九
七
九
年
以
来 、
指
導
者は 、
徐々
に 、

各
種の
財
源
か
らの
借
款
を
増
大
さ
せ
てい
るが 、
その
中に
は 、
国

際
機
関
（
世
界
銀
行の
よ
う
な〉
や
外
国
政
府
（
最も
顕
著
な
の
は
日

本〉
や
国
際
的
銀
行
家が
含
ま
れ
る 。
公
式
戸
明
に
よ
る
と 、
中
国

は 、
一
九八
五
年
末
まで
に
｜｜

中
国
向
けの
貸
付
け
契
約
は
もっ
と

190 

人に
とっ
て
も 、
外
国
企
業に
とっ
て
も 、
な
ま
や
さ
しい
もの
で
は

ない 。
外
国
企
業は
次の
よ
う
な
点に
対して
不
満
を
抱い
て
い
る 。

第一
に 、
中
国
流の
官
僚主
義
と
その
非
効
率 。
第二
に 、
中
国
国
内

市
場へ
の
接
近
〈
こ
れ
が 、
中
国に
関
心
を
抱
く
多
くの

外
国
企
業の

主
要
な
目
的で
あ
る）
を
制
限
さ
れ
てい
る
こ
と 。
第三
に 、
地
方
労

働
力と
原
料に
か
か
る
相
場が
高
騰
す
る
こ
と 。
第
四に 、
海
外
か
ら

生
活
用
品
を
肌
入
し
た
り 、

利
益
を
本
国に
送る
た
め
の
外
貨
独
得に

陥
苫が
ある
こ
と 、
等で
あ
る 。
こ
れ
らの
問
題
は 、
中
国の
外
貸
出ヤ

仰
向が
少
な
く
なっ
た
結
果 、
一
九
八
五
年
以
降 、
深
刻に
なっ
て
い

る 。
交
易
収
益の
た
め
の
輸
出
産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と 、
お
よ
び
先

進
科
学
技
術
を
独
得
す
る
こ
と
の二
つ
を
優
先
さ
せ
てい
る
中
国
人
と

し
て
は 、
次の
点で 、
失
望
し
てい
る 。
第一
に 、
期
限
付きの
外
国

の
資
本
投
資の
全
般
的
な
水
準 。
第二
に 、
多
くの

共
同
事
業
が
比
較

的
小
さ
な
規
模で
あ
る
こ
と 。
第三
に 、
高
度の
科
学
技
術
を
謎
波
す

る
こ
と
を
外
国
企
業が
嫌がっ
てい
る
こ
と 、
等で
ある 。
に
もか
か

わ
ら
ず 、
外
国の
投
資は 、
中
国の
現
代
化に
価
値
ある
質
献
を
し
て

い
る 。
中
国での
合
弁
会
社が
もっ
最
大の
インパ
ク
ト

は 、
中
国
企

業に
対
する
そ
れ
らの
つア
モン
ス
ト
レ
lショ

ン
効
来」
か
も
し
れ

なし対
外
開
放
政
策は 、
中
国の
対
外
経
済
関
係に
おい
て 、
幅
広い
範

囲の
他の
変
化
も
生
じ
さ
せ
た 。
北
京は 、
実
質
的
な
すべ
て
の
重
要

な
国
際
経
済
機
関の
主
裂
な
参加
国と
なっ
た 。
北
京
は 、
外
国
政
府

と 、
多
くの

経
済・
科
学
技
術
協
定
を
結
ん
だ 。
中
国の
科
学・
教
育
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機
関は 、

お
そ
ら
く

最

外
国の
機
関と
幅
広い
関
係
を
打
ち
た
て
た 。

も
霊
安
な
こ
とは 、
中
国が 、一－一
万
人
以
上の
学
者
や
学
生
（
大
多
数

は
科
学
や
技
術の
分
野
を
専
攻す
る）
を
ll

他の
共
産
国で
は
行
わ

れてい
ない
｜｜

資
本
主
義
国へ
派
遣し
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
らの
展
聞は 、
中図を
世
界経
済に一一泊
傑
く

巡
凶さ
せ 、
経

済の
相
互
依
存
他の
新しいパ
タ
ーン

を
創
造した 。
依
然 、
自
力 ．史

生が
理
想
で
あ
る
多
くの
中
国
人は 、
最
近の
潮
流に
対
して
複
雑
な

感
情
を
もつ
か 、
あ
るい
は 、
高
ま
る
外
国の
影
響に
公
然と
批
判
的

に
なっ
て
い
る 。
に
もか
か
わ
ら
ず 、
部
小
平と
他の
改
革
指
導
者

は 、
開
放
を
長
期
的
政
策に
す
る
と
決め
てい
る
よ
う
だ 。
将
米の
指

導
者が 、
基
本
的に
異
な
る
発
展の
戦
略
を
練
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

せ
られ
る
ほ
ど
改
革の
プロ
グ
ラム
が
全
般
的に
失
敗
し
ない
限
り 、

その
門
戸が
閉
じ
られ
る
可
能
性は
ない 。

部
小
平が
権
力の
座に
返
り

咲い
た
直
後に 、
述
大
な
変
化が
始
ま

っ
た
第二
の
分
野は 、
農
業で
あっ
た 。

農
業
経
済の
刺
激
をね
らっ
た
最
初の
ス
テッ
プ
は 、
政
府が
多
く

の
段
業
生
産口問の
値
上
げ
を
決
定
した一
九
七八
年か
ら
七
九
年に
か

けて
お
こ
な
わ
れ
た 。
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期に 、
改
革
者
述は 、
農
業

の
組
織
化の
実
験
を
始め
た 。
多
様
な
形
態の
詰
負
的
な
「
生
産
責任

制」
が
試
み
ら
れ
た 。
結
局 、
指
導
部は 、
個々
の
法
家
を
経
営
基
盤

と
す
る
請
負
制
度
を
全
国
的
に
推
進し
た 。
その
結
果 、
事
笑
上 、
柴

田
化
は
解
消
し 、
家
族
経
営の
品
業に
回
仰し
た 。

政
府は 、
少
な
くと
も
品
業
生
産
を
統
制
す
る
単
位と
して
の
人
民

中 国 第 二 革 命

方工
業
は 、
驚
くべ
き
割
合で
拡
大した 。
ま
た 、
地
方
労
働
ガの
非

政
栄
鹿
用へ
の
移
行は 、
急
述
なぺ
lス

で
続い
て
い
る 。

農
業の
収
穂
高お
よ
び
地
方
経
済に
関
す
る
こ
れ
らの
削
涜の
結
果

は 、
－
般
的
に
言っ
て 、
目
ざ
ましい
｜｜・

中
国に
とっ
て
空
前の
こ

とで
あ
り 、
お
そ
ら
く 、
どの
発
展
途
上
国に
とっ
て
も
同
様
だ
ろ

う 。
四
半
世
紀
以
前と
比
較
して 、
一
九
八
0
年
代
初め
に
は 、
政
業

労
働
生
産
性の
仲び
は
四
倍
以
上
に
も
な
り 、
ま
た 、
農
地の
生
産
性

の
そ
れ
は 、
二
倍
以
上に
も
述
し
てい
る 。
第
六
次五ヵ
年
計
画の
期

間
中の
全
体
的
な
出
来
生
産
高
は 、
年に
八
計
il一

九五
三
年か
ら

一
九八
O
年に
か
けて
の
長
期
的
趨
勢で
も二
倍
以
上

ーー
を
超
えて

伸
長し
た 。
そし
て 、
第
六
次
五力
年
計
画
中 、
股
業で
の
個孔
所
得

の
平
均
年
成
長
率は 、
一
＝
了
七
計
だっ
た 。

成
功に
よっ
て 、
新しい
問
題が
持
ち
あがっ
た 。
国
家
や
肱
民が

余
り
投
資し
ない
た
め 、
イン
フ
ラス
トラ
ク
チャ
ーの

発
達が
遅
れ

て
し
まっ
た 。
地
方の
市
場
制
度は 、
今だ
に
不
適
当で
あ
る 。
以
前－

人
民
公
社に
統
御さ
れ
て
い
た
地
方公
共
事
業・
教
育・
社
会
福
祉
や

その
他の
サ
ービ
ス
は
哀
え
た 。
地
域
や
グ
ル
ープ

や
家
族
問の
不平

等
｜｜一

時 、
一
部の
新
富
裕
段
民に
つ
い
て
は
大
き
く

宣
伝
さ
れ
た

の
で
脚
光
を
浴び
た
ーーが 、

懸
念
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る 。
改
革

は 、
政
府の
人口
抑
制
政
策
に
反
対の
効
果
を
も
た
ら
した 。
な
ぜ
な

ら 、
今
や
良
民は 、
労
働
力
を
増
や
す
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
る
の

で 、
もっ
と
多
くの
子
供 、
特に
男子
を
望ん
でい
る 。
ま
た 、
改
革

は 、
都
市
部に
お
け
る
食
糧の
価
格
を
低
く
抑
え
る
た
め
に 、
多
額の

公
社
（一
九五
八
年の
毛
沢
東の
劇
的
な
新
機
軸〉
を
出止
した 。

部の
人
民
公
社と
生
産
大
隊は 、
地
方の
工
場の
経
営
を
続
けて
い
る
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が 、
多
くの

場
所
で
は 、
生
産
隊が 、
依
然 、
機
能
してい
る 。
公
式
的

には 、
農
地は
い
ま
だ
に
柴
田
所
有
制で
あ
る 。
し
か
し 、
農
業
部
負

制は 、
個々
の
出
家に
分
散
化
した 。
出
民は 、
現
在
短
く
と
も
十五

年
間
自
己の
土
地
使
用
を
保
証
さ
れ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
政
民は 、

何
を
植
え
るべ
き
か
とい
う
実
質
的
な
決
定
権
を
もっ
てい
る
し 、
自

分
自
身の
土
地
を
独
立
して
管
理で
き
る 。
ま
た 、
税
金
や
他の
種
々

の
課
税
を
支
払っ
た
後 、
出
民
は 、
自
己の
選んだ
や
り

方で 、
正
味

の
品
産
物
を
自
由
に
処
分
｜｜

消
到
して
も
良い
し 、
自
由
市
場
あ
る

い
は
国
家に
売っ
て
も
よい
ーーで

き
る 。
一
時は 、
政
府が 、
国
家

へ
強
制
的に
売
ら
ね
ば
な
らぬ
義
務
的
な
数
量
を 、
継
続
的
に
定
めて

き
た
が 、
一
九八
五
年に 、
そ
れ
ら
は
廃
止
さ
れ
た 。
現
在で
は 、
政

府は 、
段
家が
特
定し
た
炭
産
物
を
賦
入す
る
た
め
に 、
毎
年
出
家と

契
約
を
結ぶ 。
要す
るに 、
政
府は 、
依
然 、
品
業に
相
当
な
統
制
を

敷い
て
い
る
け
れ
ど
も 、
政
府の
直
接
的
な
浸
透
力は 、
大
き
く

減
退

して
きて
い
る 。

農
業
生
産
組
織の
変
化が 、
政
染
経
済の
成
長に
路
線
を
与
え
る
唯

一
の
要
因で
は
ない 。
政
府の
価
格
政
策が 、
大
き
な
刺
激
を
与
え

た 。
品
業へ
の
投
入
虫 、
特に
化
学
肥
料が
増
大し
た 。
殺
物の
急
速

な
多
様
化
も
あっ
た 。
中
国
人が
現
在
「
専
業
戸」
と
呼
ぶ
多
くの

家

族は 、
農
業か
ら
地
方工
業へ 、
副
業
活
動
や
愉
迭に
関
す
る
仕
事

へ 、
サ
ービ

ス
栄
や
他の
非
政
栄
的
職
業へ
と 、
移っ
て
行っ
た 。
地

補
助
金
を
必
要と
して
い
る 。

こ
れ
らの
諸
問
題
は 、
当
分 、
中
国の
立
案
者
の
計
画
表の
上で

も 、
高
位に
泣か
れ
て
い
るが 、
そ
れ
は 、
容
易
に
解
決
さ
れ
ない
だ

ろ
う 。
し
か
し 、
そ
れ
は 、
手がつ
け
ら
れぬ
ほ
どの
も
の
で
も
な

い 。
品
業
で
の
体
梁が 、
ひ
き
統い
て
成
功
談に
な
る
だ
ろ
う 、
と
信

じ
る
理
由
も
あ
る 。
最
近の
異
常
な
成
長
率は
維
持で
き
ない
けれ
ど

も 、
民
業
収
穂
高は 、
た
ぶ
ん 、
中
国の
必
要
盤に
見
合う
十
分
な
割

合
で
成
長し
統
け
る
だ
ろ
う 。
北
京の
立
系
者
述
は 、
第
七
次
五P
年

計
画
中 、
年平
均
出
柴
成
長
率
四
討
を
袈節して
い
る
｜｜

大ざっ
ぱ

に
言
うと
最
近
五
年
間の
そ
れ
の
半
分で
あ
る
が 、
中
国の
長
期
的
趨

勢で
は
依
然
上
昇
して
い
る 。
近い
将
来に
現
在の
政
策が
基
本
的に

反
転
す
る
可
能
性は 、
ほ
と
ん
ど
ない 。
多
くの
出
民は 、
現
在 、
現

体
制に 、
強い
既
得
権
益
を
もっ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
品
業
改
革の

成
功は 、
系
統
的
変
化
を
意
図す
る
政
府の
幅
広い
計
画に
とっ
て
宜

大
な
意
味
を
もっ
た
し 、
ま
た 、
都
市
改
革の
ための
基
礎
を
築
い

た 。
新
経
済
政
策
の
成
否
は
価
格
改
革
に

工
商
業
経
済の
改
革は 、
一
九
八
0
年
代
初
頭に
実
験
的に
始
めら

れ
た
が 、
一
九
八
四
年
ま
で
はほ
と
ん
どの
政
策が
試
験
的で
限
られ

た
もの
だっ
た 。
政
府が
現
在
進
行
中の
野
心
的
な
都
市
改
造
計
画に

乗
り
出した
の
は 、
「
経
済
構
造
改
革に
つ
い
て
の
中
国
共
産
党
中
央
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委
員
会の
決
定」
以
後の
こ
と
で
あ
る 。

中
国の
指
綿
者
た
ち
は 、
彼
らの
究
極
的
な
経
済
回
線
は
新
し
い

「
社
会
主
義
商
品
経
済」
の
創
設で
あ
る 、
と
今
日
定
義づ
けて
い
る

（
中
国
人
自
身は
言
わ
な
い
が 、
こ
れ
は
中
図
式
「
市
場
社
会
主

義」
と
放
言で
き
よ
う） 。
これ
は 、
市
場
が
よ
り
大
き
な
役
割を
来

た
し 、
国
家
計
画
が
より
小
さ
な
別の
役
割を
仰木
た
すとい
う 、

混
合

経
済
形
成へ
の
変
化
を
提
唱
し
た
もの
で
あ
る 。

一
九八
四
年 、
中
央に
従
属
し
直
接
指
令
計
画
を
う
け
る
主
要工
業

生
産
物の
数は 、
百二
十か
ら六
十へ
と
ま
た
た
く

聞に
半
減
し
た 。

現
時
点の
計
画
で
は 、
よ
り
抜
本
的
な
減
少が
袈
求
さ
れ
て
い
る 。
北

京
は
現
在 、
今
次
計
画の
末
期に
は
中
央の
管
理
を
最
終
的に
「ニ 、

店向喰
重
要
商
品」
に
限
る 、
と
公
言
し
て
い
る 。
指
令
計
画か
ら

方
向
性
計
画へ 、
つ
まり、
直
接
管
理か
らよ
り

緩い
間
接
的
な
調
節

へ
の
活
実
な
移
行
も
ま
た
進
行
して
い
る 。
そ
れ
は
す
な
わ
ち 、
北
京

が
国
家の
発
展
を
も
た
らす
た
めに 、
一
定の
量
的
な
指
椋よ
り
も 、

価
格 、
税 、
信
用 、
利
率 、
為
替に
閲
す
る
施
策
や
広
範
な
財
政・
金

融
政
策に
依
存
しよ
うと
し
てい
る
こ
と
を
意
味
す
る 。
こ
の
よ
う

に 、
中
国
経
済の
方
向づ
けは
調節
的
な
手
段へ
の
依
存
を
徐々
に
は

か
りつ
つ
ある 。

一
九八
六
年三
月の
第
七
次五ヵ
年
計
画に
関
す
る
報
告で 、
組
紫

陽は
三つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
た 。
「
企
業の
よ
り一
庖の
活
性
化」 、

「
社
会
主
義
商
品
市
場の
発
展の
た
め
の
よ
り一
一加の
努
力」 、
「
新
し

い
社
会
主
淡マ
クロ
経
済
運
営シス
テム
の
確
立」
で
あ
る 。
従つ

中 国 第 二 本 命

に
よ
り
多
くの
自
主
性
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る 。
この
方
面での
実
験

は一
九八
0
年
代
初
頭に
始
まっ
た
が 、
初
期
段
階の一
つ
に
所
得
分

配
シス
テ
ム
の
導
入
が
あっ
た 。
企
業が 、
再
投
資 、
給・
口
与の
引

上
げ
その
他の
目
的で
保
持
す
るこ
との
許
さ
れ
て
い
る
利
益の
割
合

は 、
徐々
に
増
加
し
た 。
一
九八
四
年
以
降 、
まっ
た
く

新
しい
所
得

税
制
度が
所
得
分
配に
か
わっ
て
導入
さ
れ
て
い
る 。

企
業
改
革の
目
的
は 、
生
産
性
向
上の
た
めの
強
力
な
刺
激
を
創
出

し 、
損
益の
賀任
を
企
業
自
身で
負
え
る
よ
うに
す
る
こ
と
で
あ
る 。

もっ
と
も 、
改
革の
潜
在
的
な
利
益
は 、
政
府の
他の
改
革
努
力 、
と

り
わ
け
総
合的な
価
絡
改
革の
効
米が
出
る
までは
十
分に
あ
ら
わ
れ

な
い
で
あ
ろ
う 。
けれ
ど
も 、
改
革は
今
後 、
加
速
度
的に
進
行
す
るよ

うに
忠
わ
れ
る 。
政
府に
よ
れ
ば 、
一
九
九
O
年
まで
に
「
企
業の
大

多
数は
完
全に
自
らの
損
益に
訂
任
を
負
うべ
き
で
あ
る」
とい
う 。

か
りに一
九
九
O
年
まで
に
達
成
さ
れ
な
かっ
た
と
し
て
も 、
総
体的

な
民
平プ
ロ
グ
ラム
が
計
画
通りに
遂
行
さ
れ
れ
ば 、
中
国の
企
業は

徐々
に
よ
り
効
率
的
な
自
主
性
を
もつ
こ
とに
な
ろ
う 。

市
場の
拡
大と
商
品
経
済
化

｜｜こ
れ
は
組
紫
陽
報
告の
第二
の
ポ

イン
ト

で
あ
る
｜｜は 、

政
府の
総
合プロ
グ
ラム
の
中で
も
う一
つ

の
決
定
的に
重
要な
側
面
で
あ
り、
数
年
前に
多くの
中
国
研
究
者が

考
えて
い
た
以
上に
急
速に
進んでい
る 。
中
国の
改
革
者が
創
出に

打
ち
込
んでい
る
シ
ス
テ
ム
は 、
国
家の
配
給・
分
配
シ
ス
テム
の
役

割が
大
幅に
削
減
さ
れ 、
商
品と
生
産
物の
大
部
分が
国
家の
直
接の

管
理
で
は
な
く 、

調
整に
よ
る
多
角
的
チャ
ン
ネ
ル
で
疏
通
し 、
よ
り

て 、
政
府の
改
革
プロ
グ

ラ
ム
の
基
本
目
椋
は 、
個

人
企
業へ
の
経
済
政
策
決

定
権の
権
限
移
識
を
継
続

す
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
の

分
純
化
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら 、
超
然
陽
が
古
い
ん

「
硬
直
化
し
た
経
済
椛

．

造」
と
呼
ん
だ 、
頑
強
な

fi

官
僚
府の
抵
抗を
交
けて

ー

い
る 。
に
も
か
か
わ
ら

ず 、
分
権
化
は
か
な
り
進
川

魚

ん
で
い
る 。
中
央の
官
僚

AA

が
ほ
と
ん
どの
企
栄
や
多
くの

生
産
物に
対
す
る
直
接の
管
理
を
や
む

な
く

諦
め
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と 、
もは
や 、
以
前の
よ
う
な
投
資

に
対
する
統
制
さ
え
も
行っ
て
い
ない 。
中
国
圏
内の
金
投
資の
半
分

以
上が 、
現
在
中
央の
計
画お
よ
び
国
家
財
政の
外に
お
か
れ
て
い
る

が 、
こ
れ
は
深
刻
な
問
題
を
生
み
出
してい
る 。
結
mmと
し
て 、
北
京

は
投
資に
対
して
よ
り
大
き
な
統
制
を
再
椛
築
し
よ
うと
し
て
い
る

が 、
成
功
し
て
い
る
の
は
ご
く
わ
ず
かで
あ
る 。

企
業の
政
策
決
定
権
を
地
大
さ
せ
る
た
めに
数々
の
手
段が
誹
じ
ら

れ
て
い
る 。
こ
れ
まで 、
企
業は
本
質
的
に 、
中
央
省
庁
や
下
級の
同

等
椴
闘の
下
部
単
位と
し
て
業
務
して
きた 。
現
在の
目
標は 、
企
業

, . M‘ 
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多
く

需
給に
対
応
し
た
価
絡が
決
定
さ
れ
る
シ
ス
テム
で
あ
る 。

近
年 、
諸々
の
市
場が
急
増
し
た 。
伝
統
的
な
小
規
模の
自
由
市
場

を
復
活
し

拡
大
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り、
新
しい
租
類
の
市
場が
成

長
す
る
こ
と
を
政
府
は
硝
極
的に
奨励
して
い
る 。
卸
売り
市
場の
中

に
は 、
生
産
財
を
取
引
き
ず
る
もの
も
再
出現
し
た 。
企
業と
地
域
聞

の
取
引
き
は 、
国
家の
商
業チャ
ン
ネル
よ
り
も
直
接
交渉に
よっ
て

行
わ
れ
る
もの
が
増
え
た 。
地
域レベ
ル 、
全
国レ
ベル
の
市
場が
少

し
ずつ
発
展
し
て
い
る 。
市
場
化の
過
程
が
どの
程
度
進
んでい
る
か

を
示
す
信
．加
し
う
る
統
計は
ない
し 、
お
そ
ら
く

北
京の
当
局
者で
さ

え
も 、
現
況に
対
す
る
はっ
きり
し
た
見
取り
図は
もっ
て
い
ない
だ

ろ
う 。
し
か
し 、
中
国の
経
済
学
者の
中に
は 、
全
国で
すで
に一二
分

の一
か
ら二
分の一
の
商
品
流
通
機
椛が
国
家の
配
給シ
ス
テム
や
官

官の
商
業
ネッ
ト
ワ
ーク

の
外で
活
動
し
て
い
る 、
と
個
人
的
な
見
解

を
出
し
て
い
る
者
も
あ
る 。

政
府の
計
画は 、
「
資
本・
技
術
市
場
を
開
放
し 、
労
働
力の
合
理

的
琉
動
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
的
施
策」
を
も
提
唱
して
い
る 。
今

ま
で
の
と
こ
ろ 、
こ
の
方
面の
歩
み
は
小
さ
な
もの
で
あ
る
が 、
傾
向

と
し
て
は
重
要で
あ
る 。
国
家
は
も
は
や 、
投
資
や
運
転
資
本
向
けの

資
金
を 、
簡
単に
企
業に
割
り
当て
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ない 。
企
業

は 、
その
よ
う
な
資
金
を
政
府の
銀
行か
ら
借り
な
け
れ
ば
な
ら
ない

ハ
別
事は
相
変
わ
ら
ず
非
現
実
的
な
ほ
ど
低い
が） 。
最
も
興
味
を
そ
そ

る
の
は 、
配
当の
振
り
出
しに
関
す
る
実
験で
あ
る 。
二 、
三
の
選
抜

さ
れ
た
企
業では 、
雇
用
者
や
他の
機
関に
対
し
て
株
式
を
売り
出
し
195 
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て
お
り 、
こ
れ
らの

株
式

は
現
時
点で
は
個
人
間の

譲
渡は
不
可
能
な
も
の

の 、
中
国
人は
官
営の
株

式
市
場の
創
設
を
江 戸
剣に

考
え
てい
る 。

中
国に
は
本
来の
労
働

市
場は
ま
だ
存
在し
て
い

ない 。
し
か
し 、

現
存
す

ー一、

る
労
働・
白
金
体
系
を
改

ごヘゼコ
脳河J－

革
し 、
労
働
力
移
動の
増

咽上tb

大
を
促
す
処
世は
な
さ
れ

恋開脳

z

てい
る 。
改
革
過
程の
初

期に
おい
て
は 、
北
京は
労
働
者
を
もっ
と
刺
激
す
る
た
め
賃
金
を
引

き
上
げ 、
賞
与
を
蒋
導
入し
た 。
企
業は
現
在 、
原
用
者
を
庖い
入
れ

た
り

解
題し
た
り
す
る
柿
利
を
もっ
て
い
る
が 、
もっ
と
も
非
能
率
な

庖
用
者
の
掲
げ
る
「
親
方
五
色
星
旗」
が
あっ
て
も 、
こ
れ
を
打
破し

よ
う
と
す
る
経
営
者
は
ま
ずい
ない 。
し
か
し 、
政
府
は 、
都
市
労
働

者の
大
部
分が
その
もと
で
働い
て
い
る
全
国
的
な
「
八
級
白
金
制」

を
廃
止
す
る
意
図が
あ
る
の
で 、
今
後 、
企
業に
対
して
支
払い
を
よ

り
直
接
的に
業
績と
結
びつ
け
る
よ
う
松
極
的
働
き
か
け
を
行
うで
あ

ろ、っ 。全
体
的
な
改
革プロ
グ
ラム
の一
環
と
し
て 、
政
府は 、
中
国に
お

中 図 第 二 革 命

と
移
行しつ
つ
ある 。
売り
手と
買い
手の
聞で
交
沙
さ
れ
る
もの
も

あ
れ
ば 、
価
格
統
制
局に
よっ
て
定
め
ら
れ
た
上
限
と
下
限の
範
囲
内

で
変
動
を
許
さ
れ
る
もの
も
あ
る
だ
ろ
う 。
だ
が 、
比
較
的
自
由
な
市

場に
お
け
る
需
給
関
係に
よっ
て
決
定
さ
れ
る
価
格の
数が
活
実に
増

加
す
る
で
あろ
う 。
一
九
八
四
年
末か
ら一
九
八
五
年
初
めに
か
け
て

激
化
し
た
イン
フ
レ
の
後 、
価
格
改
革の
趨
勢は
鈍
化した 。
中
国
当

局
者
は 、
一
九
八
六
年に
は 、
価
格シ
ス
テム
の
大
制
な
変
更
は
行
わ

な
い 、
と
述べ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
当
面の
強
制
点は
「計
画
価
格の

体
系
的
な
調
控」
に
置
か
な
け
れ
ば
い
け
ない 、
と
彼
らは
言
うの
で

あ
る 。
価
絡
変
動は
公
的に
は
減
速し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

「
しの
び
よ
る
価
格
改
革」
と
呼
び
う
る
もの
は
よ
り

綬
か
なシ
ス
テ

ム
の
も
と
で
決
め
ら
れ
た
と
お
りに
継
続し
て
お
り 、
市
場の
シ
グ
ナ

ル
に
対
応し
た
自
由
価
絡が
増
大してい
る 。

指
導
部が
統
制
不
能
や
イン
フ
レ
の
招
米に
危
恨
を
抱い
てい
る
の

で 、
新
し
い
価
格シ
ス
テ
ムへ
の
前
進は 、
今
後
も
お
そ
ら
く

拡
大し

つ
づ
け
る
で
あろ
う 。
一
九
七
0
年
代
後
半
以
降二
回
（一
九
七
八
年

直
後
と一
九
八
四
年
か
ら
八
五
年に
か
け
て〉
に
わ
た
る
分
権
化へ
の

大
き
な
施
策は一
時
的
な
もの
に
終
わ
り 、
マ
クロ
経
済の
統
制
不
能

を
起こ
し
て
し
まっ
た 。
一
番
新しい
事
例で
は 、
分
権
化
政
策は 、

地
方
投
資の
高
ま
り 、
通
貨・
信
用の
過
刺
泊
加 、
給・
賞
与の
大
幅

引
上
げ 、
工
業
成
長の
過
度の
急
速
化
（一
九
八
五
年
上
半
期は
前
年

同
期
よ
り
も二
三
計
増〉 、
激
しい
イン
フ
レ 、

外
貨
準
備
高の
激
減

（お
よ
そ一
七
O
億ドル
か
ら一
一
O
億 ドルへ〉
を
招い
た 。
公
式の
統

け
る
所
有
制
度の
多
様
化
を
慎
重に
試み
てい
る 。
国
家
は
依
然
すべ

て
の
大
規
模
な
都
市工
商
業
企
業
を
所
有
し 、

経
済
を
支
配しつ
づ
け

てい
る 。
に
もか
か
わ
ら
ず 、
北
京の
熱
心
な
指
導に
よ
り 、

都
市の
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集
体
企
業は
近
年
著し
く

成
長し
て
お
り

（中
小
規
模の
工
商
業
企
業

は 、
国
家
や
個
人
よ
り
も
集
団で
所
有
さ
れ
経
営
さ
れ
てい
る） 、
小

規
模の
個
人
企
諜も
述
皮は
や
や
遅い
が
成
長し
て
い
る－
一
九八
五

年 、
国
営
企
業が
工
業
総
生
産の
六
三
討
を
占
め
た一
方で 、
都
市
の

集
体
企
業の
シェ
ア
は
二
五
許に
上
昇し 、
また 、
小
規
模
個
人
取
引

き
は
工
業
生
産
誌の一
訂
以
下
で
は
ある
が 、
現
在 、
全
小
売り
取
引

きの一
O
釘に
近づ
き 、
中
国の
都
市に
お
け
る
あら
ゆ
る
種
類の
サ

ービ
ス
提
供に
重
要
な
役
割
を
演
じ
てい
る 。

シ
ス
テム
を
変
え
よ
うとい
う
北
京の
努
力の
中で 、
最
も

量一決か

っ
因
雑
なの
は
価
格
改
革で
あ
る 。
効
果
的
な
価
格
改
革は 、
企
業の

改
革
や
市
場の
発
展
といっ
た
政
府の
他の
試
み
の
多
く
を
成
功
させ

る
た
めの
先
行
条
件で
あ
る 。
指
導
部が
こ
の
分
野
を
悦
軍に
扱っ
て

い
る
の
に
は 、
そ
れ
な
りの

理
由が
あ
る 。
価
格
変
動
は
え
て
し
て
経

済
全
体に
波
及
効
果
を
も
た
ら
し 、
イン
フ
レ
の
危
険
を
伴
う
もの
で

あ
る 。
それ
は 、
経
済
を
不
安
定に
す
る
ば
か
り
で
な
く 、

社
会
不
安

を
も
引
き
起
こ
す 。
し
か
し 、
中
国の
指
導
者
た
ち
は 、
「
価
絡
決
定 、

価
格
統
制シ
ス
テム
の
改
革
は 、
社
会
主
義
市
場シ
ス
テム
の
確
立
と

発
展の
鎚に
な
る」
こ
と
を
認
め
てい
る 。

中
国は
現
在 、
こ
れ
ま
で
に
比べ
れ
ば
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
な
お
国

家が
い
くつ
か
の
価
格
を
設
定
す
る
とい
う 、
多
府
価
格シ
ス
テ
ムへ

計に
よ
れ
ば 、
一
九八
五
年の
総
イン
フ
レ
率
（
国
民
所
得
引
下
げ
に

よっ
て
調
整
さ
れ
た）
は 、
七
討
を
わ
ず
か
に
下
回っ
てい
る 。
公
式

の
小
売り
側
格
指
数は
八・
八
折の
上
昇
で
あ
る
が 、
実
際に
は
こ
の

数
字
よ
り
も
か
な
り
向かっ
た
は
ず
で
あ
り 、
都
市に
よっ
て
は 、
主

要
な
消
費
者
物
資で一
時
的
に
せ
よ
優に
ニ
O
討
を
越
えた
もの
も
多

かっ
た
と
思
わ
れ
る 。
年
出火
ま
で
に
北
京は
手
綱
を
引
き
締
め 、
年
末

ま
で
に
は
相
応の
統
制の
もと
に
お
か
れ
る
状
況
をつ
くっ
た 。
し
か

し 、
影
響
の
い
くつ
か
は
残
存した
ま
ま
で
あ
る 。
こ
の
租の
不
安
定

な
景
気
変
動は 、
広
範
な
不
安と
不
満
を
生
ず
る 。
さ
らに 、
指
導
部

内の
よ
り
穏
健
な
改
革
を
好む
グ
ル
ープ

の
発
言
力
を
強
化
す
る 。
そ

れ
ゆ
え 、
改
革
派の
指
導
者た
ち
は 、
将
来に
おい
て
こ
の
よ
う
な
景

気
変
動
を
避
け
るべ
くはっ
き
り
と
し
た
態
度
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず 、
政
府
は
金
融
その
他の
経
済
的
施
策の
改
善
を
進
め
る
と
同
時

に 、
不
安
定
だっ
た
過
去の
変
動
を
繰
り
返
さ
ない
た
め
の
能
力
を
も

改
笹し
て
ゆ
か
ねば
な
ら
ない 。

「
世
界に
加
わっ
た」
中
国
は
改
革に
成
功す
る
か

毛
沢
東
以
後一
O
年の
聞に
起
きた
あら
ゆ
る
変
化の
話
的
な
結
果

と
は
何で
あろ
う
か 。
概
し
て
そ
れ
らは
目
を
見
張
る
もの
だっ
た
と

言
え
よ
う 。
農
業は
興
作的
な
ま
で
の
成
長
を
経
験した 。
第六
次
五ヵ

年
計
画
中の
工
業
成
長
は
年
平
均一
二
計
（
地
方工
業
を
含む〉
に
迷

し
た 。
こ
れ
は 、
過
去の
突
縦に
照
ら
せば 、
出
来
ほ
ど
きらび
や
か
197 
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な
成
長
率
で
は
ない
が、
通
算の
中
国
工
業
成
長
率
よ
り
は
か
な
り
上

の
水
準
に
あ
る。
品
業の
例
外
的
な
災
級
の
た
め
に、
第
六
次
五ヵ
年

計
画
期の
中
国
G
N
P
の
成
長
引は
年
平
均一
O
訂に
述
し、
一
九
五

0
年
代
以
降の
通
算に
比
し
て
二
倍
近
くに
なっ
た。

こ
の
よ
う
な
向い
成
長
率は
持
続
的
な
も
の
で
は
ない
し、
ま
た
望

ま
しい
も
の
で
も
ない。
と
い
う
の
は、
そ
れ
に
よっ
て
シ
ス
テ
ム
内

に
不
均
衡
と
緊
慌
を
生
み
出
して
い
る
か
ら
だ。
し
た
がっ
て、
第
七

次
五ヵ
年
計
四
で
は、
工
業
生
－M肌
此
と
G
N
P
の
双
方
で
七・
五
討
の

平
均
成
長
率
を
抗
唱
し
て
い
る。
西
財ニ
O
O
O
年
まで
に、
（一
九

八
O
年
比〉
全
国の
工
民
業
生
節
制
を
四
倍に
し、
中
国の
指
導
者が

今
日
の
現
代
化
政
策
推
進の
開
始に
あ
たっ
て
設
定
し
た
目
標
で
あ
る

一
人
当
た
り
G
N
P
三
百ドル
か
ら
八
百ドルへ
の
地
加に
必
．裂
な
年
約
五

討の
仲
びに
近づ
け
る
に
は、
中
凶は
今
後ニ
0
年
間、
お
よ
そ
年
七

貯
の
G
N
P
成
長
率
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
中
国
人
は
こ
れ

ら
の
目
標
をい
く
ぶ
ん
下
方
修
正
す
る
か
も
知
れ
ない
が、
目
標に
は

近づ
く
で
あ
ろ
う。
一
九
八
五
年の
世
界
銀
行の
報
告
古
は
概
し
て
楽

観
的
な
成
長へ
の
見
解
を
示
し、「
今
後二
十
年
間に、
中
国は
今
日
の

低
所
得
国か
ら
中
所
得
固に
な
る
で
あ
ろ
う」
と
結
論，つ
け
て
い
る。

指
導
部の
匹
前
し
て
い
る
問
題は、
依
然
大
き
な
も
の
で
あ
る
が、

改
革
派
は
そ
れ
らに
現
実
的に
対
処
し
て
い
る。
そ
れ
ゆ
え、
成
長は

か
な
り
速い
テ
ン
ポ
で
続
く
で
あ
ろ
う。
大
き
な
政
治
的
誤
認が
深
刻

な
後
退
を
も
た
ら
し
た一
九
五
0
年
代
か
ら一
九
七
0
年
代
末に
か
け

て
の
時
期
で
さ
え
も、
通
算の
成
長
率は
（
大
き
な
変
動は
あっ
た
も

中 国 第 二 革 命

中
国
人が
述
成
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
調
笠
と
市
場
活
力の
混
合
汁

画は
実
行
可
能
で
あ
ろ
うか。
実
際に
は、
ほ
と
ん
ど
の
非
共
産
主
義

途
上
国の
経
済
は、
国
家
計
師、
調
挫、
市
場へ
の
依
存
を
椋々
な
方

法
や
訓
合で
出
合
し
て
い
る。
中
国が
中
国
独
自の
混
合
経
済
を
創
り

出
せ
ない
とい
う
本
質
的
な
瑚
山は
ない。
新
しい
中
国
経
済は、
国

家の
調
挫・
統
制の
闘
を
ど
う
す
る
か
とい
う
両
面
か
ら
の
圧
力に
対

処
しつ
づ
け
ざ
る
を
得
ない
に
せ
よ、
実
行
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
ろ
う。
要
す
る
に、
小
川の
改
革
派
は、
新
し
い
形
式の
市
場
社

会
主
義
を
創
り
出
せ
る
で
あd？っ。

中
国
人が
も
し、
自
由介一
昨・
態の
柿
威
主
泌
を
確
立
し、
社
会
主
殺

の
特
民
な
形
態
を
創
るの
に
ぱ
功
し
た
な
ら
ば、
こ
れ
は
中
国の一
九

四
九
年
以
降の
政
治・
緑川
体
制に
と
っ
て
第二
の
画
期
｜｜
第一

は、
毛
沢
東に
よ
る一
九κい
年
代の
全
体
主
義
支
配と
指
令
経
済の

創
出
で
あ
る
ーー
と
な
り、
作、
産
主
我
位
界
全
体
で
も
歴
史
上
初
め
て

の
も
の
と
な
ろ
う。
問。
う仁、
中
国は
いっ
そ
う
京
ア
ジ
ア
の
諸
隣
国

に
似
て
く
る
と
同
時に、仙川内
共
産
主
戦
国
とは
異
なっ
た
もの
に
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う。

中
国の
改
革
プロ
グ
ラ人パ
成
否
は、
位
以の
他の
国
々
に
とっ
て

は
ど
う
か
か
わっ
て
くあ円＼つ
う
か。
改
引は、
世
界
人口
の
五
分の

一
以
上
の
人々
の
生
活や・似ふ
と
か
ら
変
市
し
てい
る
だ
け
で
な
く、

他
の
国々
と
中
国
との
問爪台
大
き
く
変
えつ
つ
あ
る。
中
国は
現
在、

共
産
党
政
相に
なっ
て
かい
川
め
て
「
世
界に
加
わっ
て」
お
り、
内

外
の
経
済
政
策の
転
換に
作い、
すべ
て
の
外
交
政
錠の
重
要
な
変
化

の
の）
平
均
五
l
六
計で
あっ
た。

そ
れに
し
て
も、
今
日
の
改
革は
新
しい
社
会
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム

を
創
り
出
す
の
に
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
か。
改
革
過
程の
あ
ら
ゆ
る
段

階
で、
園
内の
抵
抗
は
も
ち
ろ
ん、
内
外に
お
い
て
現
在
行
わ
れ
て
い

る
経
済の
構
造
改
革
が
本
当に
可
能
か
ど
う
か
とい
う
懐
疑
論
が
あ

る。
中
国の
懐
脱
論
者は、
よ
り
緩
や
か
な、
犯
他
な
改
革
を
主
張
し

て
い
る。
海
外の
悦
鋭
論
者
は、
中
国の
改
革の
方
向
性
は
認
め
て
い

る
も
の
の、
ソ
迎
ブ
ロ
ッ
ク
諸
国の
改
革
努
力
の
失
敗
を
し
ば
し
ば
引

き
合い
に
出
し
て、
指
令
経
済と
市
場シ
ス
テ
ム
と
い
う
相
容
れ
ない

側
面
を
混
合
し
よ
う
と
い
う
経
済は
実
現
不
可
能
で
あ
り、
結
局、
中

国に
お
け
る
改
革の
試
み
も
他の
国々
と
同
様
失
敗に
終
わ
る
の
で
は

な
い
か、
と
論
じ
て
い
る。

し
か
し、
限
目別
論
者の
方
が
間
違っ
てい
る
こ
と
を
信
じ
さ
せ
る
も

っ
と
も
な
理
由
が
あ
る。
組
紫
陽
も
すっ
て
い
る
よ
うに、
中
国の
指

導
者は
改
革が
「
旧
都
造
を
排
斥
し、
一新
川側
近
を
建
設
し」
続
け
るべ

く
強
力に
取
り
組
ん
で
お
り、
こ
の
努
力は
次
世
代
の
指
導
者
の
も
と

で
も
続
く
で
あ
ろ
う。
問
題
や
後
退は
確
かに
生
じ
る
だ
ろ
う
が、
中

国
が
大
き
な
経
済
的
災
苫
を
経
験
し
ない
限
り
は、
そ
れ
に
よっ
て
必

ず
し
も
中
囚の
桁
謀
者が
現
在
の
路
組
を
附
み
は
ず
す
こ
と
は
ない
で

あ
ろ
う
し、
ま
た、
近い
将
米に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事
態が
起
こ
る

と
は
思
わ
れ
ない。
中
国
の
改
革
派の
多
く、
特に
若
年
屈
は
改
革が

よ
り
徹
底
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
十
分
な
効
果
は
現
れ
ない、
と
認
識

し
てい
る。
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が
同
時
進
行
して
い
る。
北
京
は、
海
外に
お
け
る
旧
い
革
命
的・
イ

デ
オロ
ギ
ー
的
自
抑
を
架て
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る。
安
全
保
障
政
策で

さ
え
も一
九
八
二
年
以
降、
毛
沢
東
時
代
特
有
の
闘
争
的
ア
プロ
ー
チ

を
退
け
た
よ
う
に
凡
え
る。
中
国は
今
日、
イ
デ
オロ
ギ
ー
や
政
治
体

制
に
か
か
わ
ら
ず、
事
実
上
すべ
て
の
囚々
と
経
済
同
様に
政
治
的
結

び
つ
き
を
正
常
化
し
鉱
大
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
ハベ
ト
ナム
は
特
記

すべ
き
例
外
で
あ
る
が〉。
現
在の
「
自
主
外
交」
を一
九
八一
年
か

ら一
九
八二
年に
か
け
て
採
用
し
て
以
米、
北
京は
事
実、
ニ
趨
大
国

の
戦
略
競
争
か
ら
は
解
放
さ
れ、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
関
係
を
改
苦
しつ

つ
も
モ
ス
ク
ワ
と
の
限
定
的
緊
張
絞
和の
述
成に
努
め
て
い
る。

ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
は、
戦
略
的
に
米
中
の
よ
り
緊
密
な
関
係
を
望

む
戸
も
あ
る
だ
ろ
う
が、
ね
他
な
改
平
派
に
よ
る
近
代
化
途
上の
中
国

は、
超
大
国の
中
で
は
非
同
盟
で
あ
る
と
し
て
も、
む
し
ろ、
地
域
的

に
も
世
界
的に
も
国
際
情
勢の
中の
安
定
妥
因
と
し
て
見
るべ
き
で
あ

る。
中
国は、
よ
り
強
大
に
なっ
て
い
る
二
十一
世
紀に
は
い
か
に
振

舞
う
だ
ろ
う
か。
誰
も
予
言
す
る
こ
と
は
で
き
ない。
し
か
し
な
が

ら、
中
国が
近
代
化
と
改
革に
失
敗
す
る
の
で
は
な
く
成
功
す
る
な
ら

ば、
ね
他
で
建
設
的
な
国
際
的
役
訓
を
川水た
ず
で
あ
ろ
う
こ
と
は、
当

然
期
待
し
て
よい
で
あ
ろ
う。

（
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
見
出
し
は
編
集
部
が
付
し
た
）

八
時
国
Z
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閏
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ω
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問
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玄
〉
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ξ
hp・
ロ
g
r
図
面
『
田
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0

5
g

r
u『
J
2－
ロ
n
o
z
E
n
己
O
ロ

句
。
ヌユ
問
ロ

ロ
色
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2N
M－
岡
田
n・

同何
回
申
立
自円
相
島
岡
田

仲
『
白】M
m
g骨目
。
＝
r
H
旬
2
1
g
佐
伯F
o
g
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崎

司
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『
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問
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同
同
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